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を
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なるほど納得！ごみ半減、リユース＆リサイクル

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は本市行政に格別のご支援とご

協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　昨年は、大飯原発再稼働や夏場の節電、そし
て年末の総選挙と、関西だけでなく、日本は重
要な問題に直面する年となりました。
　本市では特に、夏場の電力不足による計画
停電を回避するため努力いたしました。市役
所本庁舎での平日閉庁を昨年の２日から４日
に拡充して実施、平日の消費電力ピークを少
しでも回避する対策として、昼休みの休憩時
間の変更をしました。市民の皆さんに対して
も、エネルギー消費の削減を強力に推進する
緊急節電対策をお願いしました。省エネ家電
へ買い替えた際に補助する制度や電力使用量
の削減に取り組んだ家庭を募集して削減率の
大きい家庭を表彰する「市民節電グランプリ」
などを行いました。
　本年は、生駒駅前北口第二地区市街地再開
発事業が竣工を迎えるとともに、長らく懸案
となっていた生駒市立病院の建設工事に着手
します。病院の件は、ここに至るまでの間、さ

まざまな紆
う
余
よ
曲折がありましたが、市長就任

以来、粘り強くこの問題に取り組むことがで
きたのも、皆さんの熱いご支援のお陰です。改
めて感謝申し上げます。
　本市では、これまで「関西一魅力的な住宅都
市」を目指して、さまざまな改革や新規事業の
立ち上げなどを行ってきました。その結果、東
洋経済新報社が実施している「住みよさラン
キング」で関西３位、「安心・安全な街ランキン
グ」でも、都市型自治体の中で全国トップとい
う評価を頂きました。本市が高く評価されて
いることは、市民の皆さんにとっても、私たち
行政職員にとっても大きな誇りであります。
　これを励みに、本年もこれまで同様に前例
にとらわれない大胆な改革や新規事業の立ち
上げを行っていき、職員と一丸となって、市民
の皆さんにとって住みよい魅力あるまちづく
りに取り組んでまいりますので、今後ともご
協力とご支援をよろしくお願い申し上げま
す。
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火災・救急・救助

交通事故

表紙のことば

121,234 ＋36

47,885 ＋39

57,861 ＋ 7

63,373 ＋29

人口総数

世帯数

男

女

前月比

前月比

前月比

前月比

1月1日現在、外国人登録を含む。各種統計は
市ホームページに掲載しています。

◇�数字は平成24年1月からの累計で、（　）内
は前年同期の増減数です

◇�数字は平成24年1月からの累計（概数）で、
（　）内は前年同期の増減数です

（平成24年12月末日現在）

（平成24年12月末日現在）

火災

発生数 物損事故
死者

人身事故

救急 救助

25
(−8)

2,757
(＋342)

2,467
(＋367)

290
(−25) 3

4,183
(＋158)

36
(−8)

火の用心！  マッチ1本  火事のもと

通学路 小さな気づかい 子の未来
−平成24年度交通安全標語−

エンゼル幼稚園の先
生を体験した北山く
ん。「子どもが好き」で
この職場を希望しま
した。園児とかけっこ
して遊んだり、勉強を
教えたり、一生懸命に
取り組んでいました。

夢
P4

P8
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子
ど
も
に
、生
き
る
力
を

　

就
職
難
や
、ニ
ー
ト・
フ
リ
ー
タ
ー
問
題

な
ど
、若
者
が
仕
事
に
定
着
し
な
い
、あ
る

い
は
で
き
な
い
こ
と
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、子
ど
も
た
ち
が
将

来
、社
会
的・
職
業
的
に
自
立
し
、「
生
き
る

力
」を
習
得
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、学
校
教
育
で
進
め
ら
れ
て
い
る

の
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。職
場
体
験
は
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
で
、中
学
生
が
事

業
所
な
ど
で
働
く
こ
と
を
通
じ
て
、職
業
や

仕
事
を
具
体
的
に
体
験
し
た
り
、働
く
人
々

と
接
し
た
り
す
る
学
習
活
動
で
す
。生
徒
が

直
接
働
く
人
と
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、学
ぶ

こ
と
や
働
く
こ
と
の
意
義
を
実
感
し
、進
路

を
選
択・
決
定
す
る
態
度
や
意
志
、意
欲
な

ど
を
培
う
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

職
場
体
験
で
自
分
と
社
会
に
向
き
合
う

　

今
回
取
材
し
た
光
明
中
学
校
で
は
、市

内
の
事
業
所
な
ど
の
協
力
で
、2
年
生
を
対

象
に
職
場
体
験
を
3
日
間
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

生
徒
た
ち
は
事
前
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
利
用
し
て
、ど
ん
な
職
業
が
社
会
に

あ
り
、そ
の
中
で
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
仕

事
や
自
分
の
力
を
発
揮
で
き
そ
う
な
仕
事
が

な
い
か
調
べ
た
り
、電
話
の
対
応
や
言
葉
遣

い
な
ど
の
マ
ナ
ー
を
学
習
し
た
り
し
ま
す
。

夢写真特集
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中
に
は
、や
り
た
い
仕
事
が
ま
だ
分
か
ら

な
か
っ
た
り
、ほ
ん
の
一
握
り
の
人
し
か
叶

え
ら
れ
な
い
夢
だ
か
ら
と
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ
し
た
り
す
る

生
徒
も
い
ま
す
。し
か
し
、学
校
か
ら
出
て

大
人
た
ち
の
社
会
を
体
験
す
る
こ
と
は
、夢

に
向
か
っ
て
学
ぶ
意
欲
を
育
む
、ま
た
と
な

い
機
会
で
す
。子
ど
も
た
ち
は
職
場
体
験
を

通
し
て
、い
ず
れ
社
会
人
と
な
る
自
分
の
将

来
像
と
向
き
合
い
、ひ
と
回
り
大
き
く
成
長

し
た
よ
う
で
す
。

❶「マルエスペット東生駒店」で値札貼り、洗濯、犬のブラッシングなどをした吉
川さん㊧、馬籠さん㊨　❷「日本郵便株式会社�生駒郵便局」で年賀はがきの販売
などを通して「お客様第一主義」の接客などを学んだ白瀨くん　❸「美容室プリ
クール」でお店の掃除などを手伝った杉山さん　❹「農業体験」で収穫や植え込み
などを体験をした後藤くん「野菜がしっかり育つように、丁寧に扱うことを心がけ
ました」　❺「ディアーズコープいこま」で品出しや商品の陳列を体験した小西くん
❻「ラーメン来来亭�生駒店」で接客などを体験した仲田くんと❼松浦さん　❽
「生駒市デイサービスセンター幸楽」で利用者の皆さんの運動補助を体験した池川さん
❾「ベーカリーレストラン�サンマルク学園前店」でパン作りや接客をした山根さ
んと❿唐津さん。「『頑張ってね』とお客さんに言われ、うれしかったです」　
⓫「生駒市消防本部」でロープ渡過やホース巻き、放水などの訓練や、はしご車で
地上約40ｍから生駒を見下ろす体験をした木川くん、⓯松本くん。木川くんは
「将来の夢は消防士。人を助ける仕事がしたいと思い体験しました」⓬「エンゼル
幼稚園」で子どもたちと触れ合った北山くんと⓭田村くん、⓮浦木さん

⓭
❿

❺
⓮

❾
❷

❹

❽

❶

❸

❼

⓬

⓯
⓫ ❻
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【岡山英樹くん】初めてお店側に立ち、裏で頑張っている
人がいたことに気づきました。お客さんと接するときは緊
張しましたが、失礼のないようにどんなときも元気よく
接するようにしました。お店が忙しくなると店員さんに
質問していいのか迷うこともありますが、よく周りを見
てタイミングを考え、できることをしようと思いました。

【齋藤圭真くん㊧】車の塗装など、貴重な体験ができまし
た。怪我を防ぐため、作業中は周りの人と声を掛け合うよ
うに教わりました。網野くんと掃除中にけんかしましたが、
それ以外は集中して作業できました。【網野侑登くん㊨】勘
違いで、塗料の配合を間違えてしまいました。分からない
ことは積極的に確認し、丁寧に作業しようと思いました。

【藤井俊平くん】1日、1日できることが増えていきまし
た。棚の奥など見えないところまできれいに掃除したり、
人気商品を取りやすい位置に置いたり、店員さんたちが
お客さんのためにとても細かいところにまで気を配って
いて驚きました。これからは学んだことを生かして、先生
や友達、色んな人に細やかな気配りをしたいと思います。

【松岡文香さん】花がら摘みの仕事などをしました。立
ちっぱなしで大変ですが、きれいに育てるためにとても
たいせつな作業だと教わりました。将来は怠け者になら
ないように楽しく、忙しく働きたいなぁと思いました。お
店の人はとても優しく指導してくださり、花の名前を覚
えることもできたのでうれしかったです。

夢写真特集
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職場体験の最終日。ペイント工房で
は、3日間かけて塗装など車の修理を
しました。網野くんはきっちりとパーツ
を組み付けて最終仕上げをしています

生
徒
た
ち
の
職
場
体
験
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
校
の
外
に
出
て
、

働
く
こ
と
の
喜
び
や
厳
し
さ
を
体
験
し
た
3
日
間
。

真
剣
に
自
分
と
社
会
に
向
き
合
う
こ
と
で

自
分
自
身
の
可
能
性
を
発
見
し
た
よ
う
で
す
。

夢
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち
を

応
援
し
た
い
も
の
で
す
。
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Be U
p Live &

D
ance Circuit 2013

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
23
日
㈯

15
時
30
分
開
演（
開
場
は
15
時
）、

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き

　

―
―
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
内
容
＝
ホ
ッ
ト
で
ソ
ウ
ル
フ
ル

広報いこまが
近畿市町村広報紙
コンクールで優秀賞

　平成24年9月15日号の広報い
こまが、毎日新聞社、毎日文化セ
ンター主催の第25回近畿市町村
広報紙コンクールで優秀賞を受賞
しました。今後も皆さんに親しまれ
る広 報 紙づ
くりに努力し
ますので、ご
協 力とご愛
読をよろし
くお願いい
たします。

問広報広聴課（内線223）

ふ
ろ
ー
ら
む
２
月
の
教
室

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
人

◎
と
こ
ろ
＝
花
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む

◎
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
電

話
、は
が
き
、フ
ァ
ク
ス
か
電
子 

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名・
ふ
り
が 

な
、電
話
番
号
、受
講
し
た
い
教 

室
名
を
明
ら
か
に
し
て
、１
月

30
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
花
の
ま 

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら 

む「
２
月
の
教
室
」係（
☎
70・
０ 

１
８
７
、〒
６
３
０
―０
１
２
２
、 

真
弓
１
―11
―16
、
70・
０
２ 

８
７
、hanam

achi@
city.

ikom
a.lg.jp

）

■
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ラ
コ
ッ
タ 

（
素
焼
き
鉢
）を
作
ろ
う

◎
と
き
＝
２
月
９
日
㈯
10
時
～
15

時
、３
月
２
日
㈯
10
時
～
12
時

◎
内
容
＝
陶
遊
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ラ
コ
ッ
タ

を
制
作
し
、季
節
の
花
を
寄
せ
植

え
す
る
教
室

◎
定
員
＝
30
人（
抽
選
制
）

◎
費
用
＝
８
０
０
円（
材
料
代
）

■
陽
だ
ま
り
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
作
り

◎
と
き
＝
２
月
21
日
㈭
10
時
～
12

時
◎
内
容
＝
オ
リ
ー
ブ
の
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
、ワ
イ
ヤ
ー
と
水
ゴ
ケ

を
使
っ
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
風
の
春

一
番
の
寄
せ
植
え
を
作
る
教
室

◎
定
員
＝
15
人（
抽
選
制
）

◎
費
用
＝
２
６
０
０
円（
材
料
代
）

クッション風の寄せ植えを
作って楽しもう

親
子
し
い
た
け
原
木
づ
く
り

あ
っ
た
か
ご
飯
と
菌
打
ち
体
験

◎
対
象
＝
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

（
市
内
の
人
を
優
先
し
ま
す
）

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
24
日
㈰

10
時
30
分
～
15
時
30
分
、生
駒

山
麓
公
園
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

◎
内
容
＝
し
い
た
け
の
菌
を
木
に

植
え
付
け
て
原
木
を
作
り
ま
す
。

で
き
た
原
木
は
家
で
簡
単
に
育

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。し
い
た

け
の
豆
知
識
を
学
ぶ
ク
イ
ズ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
歩
く

「
生
駒
の
史
跡
と
地
酒
め
ぐ
り
」

◎
内
容
＝
生
駒
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
名
所

旧
跡
と
蔵
元
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン

グ
。市
内
の
酒
造
店
の
協
力
を

得
て
開
催
し
ま
す
。費
用
は
拝

観・見
学
料
を
含
み
ま
す
。

◎
定
員
＝
30
人
程
度（
申
込
順
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
直
接

か
電
話
で
生
駒
市
観
光
協
会
事

務
局（
内
線
３
２
３
）

■
宝
山
寺
コ
ー
ス

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
6
日
㈬

13
時
30
分
～
16
時
頃
、宝
山
寺

大
鳥
居
前
集
合

◎
コ
ー
ス
＝
宝
山
寺（
獅
子
閣
）～

旧
参
道
～
往
馬
大
社
～
上
田
酒

造
㈱

◎
費
用
＝
５
０
０
円

■
竹
林
寺
コ
ー
ス

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
28
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
頃
、往
馬
大

社
鳥
居
前
集
合（
13
時
か
ら
一

分
駅
よ
り
誘
導
し
ま
す
）

◎
コ
ー
ス
＝
往
馬
大
社
～
竹
林
寺

～
円
福
寺
～
菊
司
醸
造
㈱

◎
費
用
＝
2
０
０
円

■
長
弓
寺
コ
ー
ス

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
19
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
頃
、け
い
は

ん
な
線
白
庭
台
駅
前
集
合

◎
コ
ー
ス
＝
長
弓
寺
～
圓
證
寺
～

中
本
酒
造
店

◎
費
用
＝
4
０
０
円

な
R
＆
B
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
山

口
リ
サ
とLU

V
andSO

U
L

に

よ
る
音
楽
と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
イ

ベ
ン
ト
。公
募
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
ま
す
。

◎
定
員
＝
４
５
０
人（
全
席
自
由

席
）

◎
費
用
＝
２
７
０
０
円（
小
学
生

未
満
は
、保
護
者
の
膝
上
で
席

が
不
要
な
場
合
に
限
り
無
料
）

　
―
―
入
場
券
は
1
月
27
日
㈰
9

時
か
ら
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、た
け

ま
る
ホ
ー
ル
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
、図
書
会
館
で
販

売
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た

き（
☎
71・３
３
３
１
）

温
か
い
昼
ご
は
ん
も
あ
り
ま
す
。

◎
定
員
＝
50
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
大
人
１
５
０
０
円
、子

ど
も
１
０
０
０
円
、市
外
の
人

は
各
２
０
０
円
増
し（
食
費・
プ

ロ
グ
ラ
ム
費
な
ど
全
て
含
む
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
１
月

25
日
㈮
９
時
か
ら
電
話
で
生
駒

山
麓
公
園（
☎
73・８
８
８
０
）

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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お
知
ら
せ
版

図
書
館
・
美
楽
来

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

は
ば
た
き
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド

コ
ン
サ
ー
ト

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
10
日
㈰ 

14
時
開
演（
開
場
は
13
時
30
分
）、

北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き
小
ホ
ー
ル

◎
内
容
＝
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
つ
づ

る「
日
本
の
四
季
」と
題
し
、山

口
涼
子
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

と
宮
崎
美
智
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

に
よ
る
日
本
の
歌
の
コ
ン
サ
ー

ト
。曲
目
は「
早そ

う

春し
ゅ
ん

賦ふ

」「
お
ぼ
ろ

月
夜
」他

◎
定
員
＝
１
６
０
人

◎
費
用
＝
５
０
０
円（
申
込
不
要
。

全
席
自
由
席
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た

き（
☎
71・３
３
３
１
）

　

―
―
小
学
生
未
満
の
入
場
は
ご

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
大

集
合「
ら
ら
♪
ま
つ
り
」を
開
催

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
23
日
㈯

10
時
30
分
～
14
時
30
分（
開
場

は
10
時
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

◎
内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
の
紹
介
や
体
験
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、ク
ラ
フ
ト
、ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、喫
茶
な
ど

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
ら
ら
ポ
ー
ト（
☎
75・

６
０
０
０
）

　

―
―
こ
の
事
業
は
ら
ら
♪
ま
つ

り
運
営
委
員
会
が
企
画
運
営
し

ま
す
。

な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
を
大
切
に

「
こ
ど
も
科
学
実
験
教
室
」

◎
対
象
＝
小
学
生

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
16
日
㈯
、

3
月
2
日
㈯
、15
時
～
16
時
30

分
、図
書
会
館

◎
内
容
＝
学
研
の
科
学
専
任
講
師

に
よ
る
、「
飛
ぶ
も
の
お
も
し
ろ

座
式
太
極
気
功
運
動
で

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
リ
セ
ッ
ト
！

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
お
お
む
ね

60
歳
以
上

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
４
日
㈪

10
時
～
12
時
、金き

ん

鵄し

の
杜も

り

倭や
ま
と

苑え
ん

◎
内
容
＝
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
、

体
に
無
理
な
く
で
き
る
気
功
太

極
拳
の
講
座
。運
動
後
は
お
茶

と
お
菓
子
を
楽
し
み
ま
す
。

◎
必
要
品
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

タ
オ
ル
、飲
料
水

◎
定
員
＝
30
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
５
０
０
円（
受
講
料・お

茶
代・保
険
料
な
ど
含
む
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
１
月

23
日
㈬
～
28
日
㈪
の
９
時
～
17

時
ま
で
に
直
接
か
電
話
で
金
鵄

の
杜
倭
苑（
☎
78・３
１
１
０
）

昭
和
歌
謡
を
歌
う
会

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
22
日
㈮
、

3
月
8
日
㈮・
22
日
㈮
、14
時

～
16
時
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

◎
内
容
＝
声
楽
家
の
宮
崎
美
智
子

さ
ん
に
よ
る
昭
和
歌
謡
を
歌
う

講
座
。講
座
終
了
後
、希
望
者
は

３
月
24
日
㈰
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル

開
催「
昭
和
歌
謡
の
祭
典
」に
出

演
で
き
ま
す
。

◎
必
要
品
＝
筆
記
用
具

◎
定
員
＝
25
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
５
３
５
５
円（
テ
キ
ス

ト
代
込
み
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
2
月

1
日
㈮
10
時
か
ら
直
接
、費
用

を
持
っ
て
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー（
☎
77・
０
０
０
１
）。電

話
受
付
も
で
き
ま
す
。

じ
ん
け
ん
ひ
ろ
ば
講
演
会

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
１
月
25
日
㈮

13
時
30
分
～
15
時（
開
場
は
13

時
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

◎
内
容
＝
チ
ベ
ッ
ト
出
身
の
声
楽

家
、バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
に

よ
る
講
演
会「
日
本
と
チ
ベ
ッ
ト 

異
文
化
を
超
え
て
」

◎
定
員
＝
２
７
１
人（
当
日
先
着

順
）

◎
費
用
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
＝
人
権
施
策
課

（
内
線
６
５
３
）

バイマーヤンジンさん

平成25年度
生駒市職員
採用試験説明会

in生駒市役所

　平成26年4月1日付け採用
予定の職員採用試験説明会を
開催します。他の会場での説明
会についても決定次第、順次
公表します。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。
とき・ところ▶1月18日㈮9：30
から（受付は9：00から）、市役
所4階大会議室
内容▶小紫副市長が「生駒市
が求める人材像」などのテーマ
で話します。また、担当職員に
よる市の重要施策などの説明
もあります（申込不要）。

問職員課(内線243)

採用
情報

遠
慮
く
だ
さ
い
。ま
た
、駐
車
台

数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

実
験
」。身
近
で
楽
し
い
科
学
実

験
を
通
し
て
、自
分
で
考
え
、工

夫
す
る
力
を
育
て
ま
す
。

◎
必
要
品
＝
筆
記
用
具

◎
定
員
＝
20
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
４
２
０
０
円（
２
回
分
、

実
験
キ
ッ
ト
代
込
み
）

◎
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
1

月
26
日
㈯
10
時
か
ら
直
接
、費

用
を
持
っ
て
図
書
会
館（
☎
75・

５
３
０
３
）。電
話
受
付
も
で
き

ま
す
。

「
奈
良
県
子
ど
も
の
読
書
活
動

推
進
」啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
展

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
2
日
㈯

～
13
日
㈬
、９
時
～
17
時（
2
月 

４
日
㈪・
11
日
㈪・
12
日
㈫
の

休
館
日
を
除
く
）、北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば

た
き

◎
内
容
＝
県
内
の
子
ど
も
を
対
象

に
募
集
し
た
、啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

優
秀
作
品
を
展
示

◎
問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
北
分
館

（
☎
71・３
３
３
２
）
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生駒市政治倫理条例に基づく
資産等報告書の審査結果

　市長、副市長、教育長、水道事
業管理者と市議会議員は、職務
の公正性や高潔性を実証するこ
とを目的に、土地建物や預貯金
(総額100万円以上）などの資産
などを報告し、政治倫理審査会
の審査を受けることになってい
ます。
　審査の結果、「概ね適正に報告
されている」とする一方で、市議
の中に「多額の収入があるにもか
かわらず、総額100万円の預貯
金がない事例が数件あったこと
は不自然と認められる」との報告
がありました。

問総務課（内線263）

は
ば
た
き
演
劇
鑑
賞
会

「
冬
の
ア
フ
リ
カ
」

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
3
月
23
日
㈯

①
11
時
開
演（
開
場
は
10
時
30

分
）、②
14
時
30
分
開
演（
開
場

は
14
時
）北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

救
命
講
習
を
受
け
ま
し
ょ
う

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
か
市
内
へ

通
勤・通
学
し
て
い
る
中
学
生
以

上
◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
９
日
㈯

９
時
～
12
時（
受
付
は
8
時
30

分
か
ら
）、消
防
本
部

◎
内
容
＝
突
然
け
が
や
病
気
で
倒

れ
た
人
に
行
う
応
急
手
当
の
方

法
を
習
得
す
る
た
め
の
講
習
会

◎
定
員
＝
30
人

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
２
月 

８
日
㈮
ま
で
の
平
日
9
時
～
17 

時
に
直
接
か
電
話
で
消
防
本
部

警
防
課
救
急
係（
☎
73・０
１
１ 

９
、内
線
４
１
０
）

　

―
―
詳
し
く
は
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

60
歳
以
上
の
男
性
料
理
教
室

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
60
歳
以
上

の
料
理
の
苦
手
な
男
性

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
７
日
㈭

10
時
～
12
時
30
分
、福
祉
セ
ン

タ
ー

　

―
―
近
鉄
生
駒
駅・
東
生
駒
駅

か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま

す
。

◎
内
容
＝
料
理
の
苦
手
な
男
性
で

も
作
れ
る
お
手
軽
料
理
教
室

◎
必
要
品
＝
筆
記
用
具
、エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル

◎
定
員
＝
15
人（
抽
選
制
）

◎
費
用
＝
５
０
０
円（
材
料
代
）

◎
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
は
が 

き
、電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番
号

を
明
ら
か
に
し
て
１
月
25
日
㈮ 

（
必
着
）（
休
館
日
を
除
く
）ま
で

に
福
祉
セ
ン
タ
ー（
〒
６
３
０
―

春
の
人
形
劇
場

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
17
日
㈰

①
13
時
30
分
～
14
時
15
分
②

14
時
25
分
～
14
時
50
分
、南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

　

―
―
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
内
容
＝
市
内
の
人
形
劇
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
人
形
劇
。演
目
は
、

「
三
び
き
の
こ
ぶ
た
」「
シ
ン
デ
レ

ラ
」「
り
ゅ
う
に
な
り
た
か
っ
た

へ
び
」で
す
。

　
―
―
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
上
、途

中
か
ら
の
入
場
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
定
員
＝
２
０
０
人（
当
日
先
着

順
）

◎
費
用
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
南
分
館

（
☎
77・０
０
０
５
）

０
２
２
１
、さ
つ
き
台
２
丁
目

６
―１
、☎
73・
０
７
０
０
、

73・０
２
９
４
）

生
活
視
力
ア
ッ
プ
！

Ｅ
Ｙ
Ｅ（
眼
）ヨ
ガ
講
座

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
17
日
㈰・

24
日
㈰
、3
月
3
日
㈰・
10
日 

㈰・
17
日
㈰
、10
時
～
11
時
30

分
、図
書
会
館

◎
内
容
＝
大
槻
ヨ
ガ
専
任
講
師
に

よ
る
、眼
球
訓
練
と
ヨ
ガ
の
呼
吸

法
な
ど
で
、眼
精
疲
労
な
ど
の
症

状
を
和
ら
げ
る
ヨ
ガ
講
座

◎
必
要
品
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル

◎
定
員
＝
20
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
５
２
５
０
円（
全
５
回

分
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
1
月 

27
日
㈰
10
時
か
ら
直
接
、費
用

を
持
っ
て
図
書
会
館（
☎
75・
５ 

３
０
３
）。電
話
受
付
も
で
き
ま

す
。

わ
た
し
も
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

入
門
コ
ー
ス

◎
対
象
＝
年
中
児
に
あ
た
る
女
児

～
小
学
校
３
年
生
の
女
子

◎
と
き・
と
こ
ろ・
内
容
＝
日
頃
の

集
会
を
公
開
し
て
い
っ
し
ょ
に

遊
び
ま
す
。ま
た
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
展
示
を
し

て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。①
２
月

23
日
㈯
10
時
～
12
時
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
近
鉄
生
駒
駅

中
央
改
札
口
前
集
合
）「
ら
ら
ま

つ
り
に
参
加
」②
３
月
３
日
㈰

10
時
～
11
時
30
分
、図
書
会
館

「
作
っ
て
遊
ぼ
う
お
ひ
な
さ
ま
」

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
同
22
団
の
奥
西 

久
美
子
さ
ん（
☎
兼

77・
６
３ 

３
５
）

　

―
―
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
内
容
＝「
ら
く
ら
く
演
劇
塾
」の

皆
さ
ん
に
よ
る
、笑
い
の
中
に
日

本
の
格
差
社
会・
い
じ
め
社
会

を
描
く
一
幕
劇

◎
定
員
＝
各
４
５
０
人

◎
費
用
＝
５
０
０
円（
小
学
生
以

下
は
無
料
。全
席
自
由
席
）

　
―
―
入
場
券
は
1
月
26
日
㈯
10

時
か
ら
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き
、た
け

ま
る
ホ
ー
ル
、鹿
ノ
台
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
、図
書
会
館
で
販

売
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た

き（
☎
71・３
３
３
１
）

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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お
知
ら
せ
版

図
書
館
・
美
楽
来

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

税
務
講
演
会
で
正
し
い
知
識
を

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
6
日
㈬

13
時
30
分
～
15
時
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
内
容
＝
久く

代し
ろ

博ひ
ろ

行ゆ
き

税
理
士
事
務

所
所
長
の
久
代
博
行
さ
ん
に
よ

る
講
演
会「
平
成
24
年
分
の
所

得
税
と
消
費
税
の
確
定
申
告
に

お
け
る
注
意
点
」「
消
費
税
増
税

生
駒
山
麓
公
園
で
い
っ
し
ょ
に

植
樹
を
し
ま
せ
ん
か

◎
対
象
＝
小
学
校
４
年
生
以
上

　

―
―
家
族
で
の
参
加
や
大
人
だ

け
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
16
日
㈯

10
時
～
14
時（
受
付
は
９
時
30

分
か
ら
）、生
駒
山
麓
公
園

　

―
―
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
芝

生
広
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
内
容
＝
い
こ
ま
里
山
ク
ラ
ブ
10

周
年
記
念
事
業
に
よ
る
植
樹

◎
必
要
品
＝
作
業
の
で
き
る
服
装

と
靴
、防
寒
着
、軍
手
、水
筒

　
―
―
軽
食
は
準
備
し
ま
す
。

◎
定
員
＝
40
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
無
料

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
１
月

25
日
㈮
～
２
月
５
日
㈫
に
、い

こ
ま
里
山
ク
ラ
ブ
の
海え

老び

澤さ
わ

さ

ん（
☎
兼

75・０
０
４
４
）

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
基
礎 

セ
ミ
ナ
ー

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
３
日
㈰

13
時
30
分
か
ら
、市
役
所
大
会

議
室

◎
内
容
＝
安
心
で
快
適
な
マ
ン

シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
が
保
て
る
よ
う
な

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
基
礎
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
。「
管
理
会
社

へ
の
管
理
委
託
に
つ
い
て
」「
㈶

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ン
タ
ー
の

活
動
案
内
」な
ど

　

―
―
午
前
中
、マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

（
要
予
約
）。相
談
会
だ
け
の
参

加
も
可
能
で
す
。

◎
定
員
＝
60
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
無
料

◎
セ
ミ
ナ
ー
の
申
し
込
み
＝
１
月

25
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
は
が

き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
建
築
課

（
〒
６
３
０
―０
２
８
８
、東
新

町
８
―38
、
74・１
２
２
１
）

◎
問
い
合
わ
せ・相
談
会
の
申
し
込 

と
消
費
税
制
度
改
正
へ
の
備
え

～
影
響
を
正
し
く
理
解
し
、事

前
の
準
備
と
万
全
の
対
策
を
」

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
生
駒
商
工
会
議

所（
☎
74・３
５
１
５
）

み
＝
奈
良
県
住
宅
課（
☎
０
７ 

４
２・27・７
５
４
０
）

　

―
―
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
奈
良
県

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化
推
進

協
議
会
の
主
催
で
行
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
の 

た
め
の
運
動
教
室

◎
対
象
＝
18
歳
以
上

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
７
日
㈭・

14
日
㈭・
21
日
㈭・
28
日
㈭
、12

時
～
13
時
、井
出
山
屋
内
温
水

プ
ー
ル「
き
ら
め
き
」

◎
内
容
＝
前
半
２
回
は
水
中
運
動
、

栄
養
に
つ
い
て
の
座
学（
７
日

だ
け
）、後
半
2
回
は
ス
タ
ジ
オ

レ
ッ
ス
ン

◎
必
要
品
＝
前
半
2
回
は
水
着・

キ
ャ
ッ
プ・
タ
オ
ル・
飲
み
物
、後

半
2
回
は
ジ
ャ
ー
ジ（
運
動
で
き

る
服
装
）・
室
内
シ
ュ
ー
ズ・
タ

オ
ル・飲
み
物

◎
定
員
＝
10
人

◎
費
用
＝
４
８
０
０
円（
全
4
回
分
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
井
出

山
屋
内
温
水
プ
ー
ル「
き
ら
め

き
」（
☎
76・１
１
２
３
）

居
合
道
の
会
員
を
募
集

◎
対
象
＝
古
武
道（
無む

外が
い

流・抜ば
っ

刀と
う

術
）に
興
味
が
あ
り
、健
康
を
保

持
し
た
い
高
校
生
以
上

　

―
―
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ

ん
。

◎
練
習
の
と
き・と
こ
ろ
＝
毎
週
日

曜
日
の
10
時
～
12
時
か
14
時
～

16
時
、毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日

の
19
時
～
21
時（
見
学
も
歓
迎

し
ま
す
）、主
に
武
道
館

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
日
本

居
合
道
連
盟
生
駒
支
部
の
金
子

健
一
さ
ん（
☎
78・3
６
０
９
）

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
を
募
集

◎
登
録
資
格
＝
次
の
①
～
③
の
全

て
に
当
て
は
ま
る
団
体

①
生
涯
学
習
活
動
に
深
い
理
解
と

熱
意
が
あ
る

②
５
人
以
上
の
市
民
で
構
成
さ
れ
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
常
時
学

交
流
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

〈
ひ
ま
わ
り
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
10
日
㈰

13
時
～
16
時
、南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

◎
内
容
＝
生
バ
ン
ド
演
奏
に
よ
る

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

◎
必
要
品
＝
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ

◎
定
員
＝
70
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
１
０
０
０
円（
当
日
は

１
２
０
０
円
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
１
月 

25
日
㈮
～
２
月
９
日
㈯
に
岩
田 

秀
男
さ
ん（
☎
０
８
０・
６
１
４ 

７・４
９
１
６
）

習
会
な
ど
に
参
加
で
き
る

③
学
習
活
動
を
年
６
回
以
上
行
い
、

常
時
市
民
に
公
開
で
き
る

　

―
―
本
市
や
教
育
委
員
会
な
ど

か
ら
補
助
金
を
交
付
さ
れ
て
い

る
団
体
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、営
利

活
動
を
目
的
と
す
る
団
体
、特

定
の
宗
教・
政
治
活
動
を
支
援

す
る
団
体
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

◎
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
生

涯
学
習
課
で
配
布
す
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
２
月
１

日
㈮
～
15
日
㈮（
閉
庁
日
を
除

く
）に
生
涯
学
習
推
進
連
絡
会

事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
、内
線

６
４
３
）

運動して生活習慣病
を予防しましょう
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始
め
よ
う
！
社
交
ダ
ン
ス

〈
あ
さ
み
ど
り
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
７
日
㈭

15
時
20
分
～
16
時
50
分
、北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き

◎
内
容
＝
初
心
者
対
象
の
社
交
ダ

ン
ス
の
基
礎
講
習
会

◎
必
要
品
＝
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
か

タ
ウ
ン
シ
ュ
ー
ズ

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
南
文
雄
さ
ん（
☎

78・７
８
２
６
）

洋
ラ
ン
の
展
示
会
と
相
談
会

〈
ら
ん・咲
く
会
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
８
日
㈮

～
10
日
㈰
、10
時
～
16
時（
８
日

は
11
時
か
ら
、10
日
は
15
時
ま

で
）、芸
術
会
館
美み

楽ら

来く

◎
内
容
＝
色
鮮
や
か
な
冬
の
ラ
ン

展
示
。相
談
会
は
２
月
10
日
㈰

10
時
～
14
時
で
す
。

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
油ゆ

納の
う

与よ

志し

雄お

さ

ん（
☎
76・１
９
２
６
）

詩
吟
無
料
講
習
会

〈
岳がく
精せい
流
生
駒
吟
詠
会
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
９
日
㈯

15
時
～
17
時
、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

（
申
込
不
要
）

◎
内
容
＝
孟も

う

浩こ
う

然ね
ん
の「
春し

ゅ
ん

暁ぎ
ょ
う

」他
の

吟
詠
指
導

◎
問
い
合
わ
せ
＝
徳
田
道
代
さ
ん

（
☎
74・８
０
３
３
）

民
謡・新
舞
踊
無
料
講
習
会

〈
楽
踊
会
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
８
日
㈮

12
時
～
14
時
30
分
、た
け
ま
る

は
じ
め
て
の
台
湾
語
旅
行
会
話

〈
牡
丹
亭
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
１
月
30
日
㈬

13
時
10
分
～
14
時
20
分
、図
書

会
館

◎
内
容
＝
台
湾
を
独
り
旅
で
き
る

よ
う
学
ぶ
会
話
学
習
会

◎
必
要
品
＝
筆
記
用
具

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
永
井
義よ

し

人と

さ
ん 

（
☎
０
８
０・
６
１
６
１・
５
１ 

６
０
、日
曜
日
20
時
～
22
時
）

光
と
影
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

〈
新
婦
人
写
真
教
室
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
１
月
30
日
㈬

～
２
月
３
日
㈰
、10
時
～
17
時

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

〈
生
駒
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

同
好
会
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
１
月
25
日
㈮

12
時
30
分
～
14
時
30
分
、南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

（
申
込
不
要
）

◎
内
容
＝
世
界
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
楽
し
く
踊
る
講
習
会

◎
必
要
品
＝
上
靴
、軽
装
、お
茶

◎
問
い
合
わ
せ
＝
三
條
孝
子
さ
ん

（
☎
75・２
５
５
５
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

〈
奈
良
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

協
会
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
６
日
㈬

14
時
30
分
～
17
時
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ（
申

込
不
要
）

◎
内
容
＝
世
界
の
国
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
楽
し
く
踊
る
講
習
会

◎
必
要
品
＝
上
靴
、軽
装

◎
問
い
合
わ
せ
＝
稲
川
昭あ

き

子こ

さ
ん

（
☎
78・５
５
７
８
）

韓
国
伝
統
舞
踊

〈
日
韓
交
流
舞
踊
団
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
６
日
㈬

16
時
～
16
時
50
分
、図
書
会
館

◎
内
容
＝
日
韓
の
国
民
が
扇
の
舞

を
通
じ
て
交
流
し
ま
す
。

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
永
井
義よ

し

人と

さ
ん 

（
☎
０
８
０・
６
１
６
１・
５
１ 

６
０
、日
曜
日
20
時
～
22
時
）

第
21
回
Ｉ
Ａ
Ｆ
Ｃ
写
真
展

〈
生
駒
ア
ー
ト
フ
レ
ン
ズ 

サ
ー
ク
ル
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
13
日
㈬

～
17
日
㈰
、10
時
～
17
時（
13
日

は
13
時
か
ら
、17
日
は
16
時
ま

で
）、芸
術
会
館
美み

楽ら

来く

◎
内
容
＝
会
員
に
よ
る
1
年
間
の

作
品
の
成
果
発
表
会

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
中
田
照
夫
さ
ん

（
☎
74・６
７
６
２
）

講
座「
生
駒
の
農
業
特
産
品
」

〈
市
民
の
輪
い
こ
ま
〉

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
９
日
㈯

14
時
～
16
時
、近
鉄
一
分
駅
前

集
合

◎
内
容
＝
生
駒
に
お
け
る
米
作
と

日
本
酒
造
り
の
歴
史（
自
家
用

車
に
よ
る
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

◎
定
員
＝
30
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
無
料

ホ
ー
ル（
申
込
不
要
）

◎
内
容
＝
初
心
者
向
け
の
楽
し
い

講
習
会

　
―
―
会
員
も
募
集
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
田
中
明
子
さ
ん

（
☎
76・８
５
５
９
）

 
生駒の話題や情報
を毎月1日と15日
に更新。15分番組、
手話通訳つき

生駒市広報番組

視聴方法
◇KCNファミリーチャンネルで

毎日10：00と22：00に放送
◇市ホームページからYou 

Tubeで配信

〈1月15日～31日の放送予定〉
◇門松教室
◇新春書初め大会

今月の特集
◇夢−職場体験−

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
１
月

25
日
㈮
～
２
月
４
日
㈪
に
小
田

享な
が

子こ

さ
ん（
☎
77・７
７
９
１
）

（
30
日
は
13
時
か
ら
、３
日
は
16

時
ま
で
）、芸
術
会
館
美み

楽ら

来く

◎
内
容
＝
心
に
響
い
た
被
写
体
に

挑
戦
し
て
撮
っ
た
写
真
展

　
―
―
会
員
も
募
集
し
ま
す
。

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
京
極
浩
子
さ
ん

（
☎
73・４
４
９
７
）

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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お
知
ら
せ
版

図
書
館
・
美
楽
来

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

３
歳
児
歯
科
健
診

す
く
す
く
子
育
て
相
談

◎
対
象
＝
平
成
21
年
12
月
～
22
年

1
月
に
生
ま
れ
た
幼
児

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
1
月
31
日
㈭

（
受
付
は
９
時
30
分
～
10
時
30

分
）、セ
ラ
ビ
ー
い
こ
ま

◎
内
容
＝
歯
科
健
診
、歯
科
相
談
、

育
児
相
談
、栄
養
相
談

◎
必
要
品
＝
母
子
健
康
手
帳

◎
費
用
＝
無
料

◎
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課（
☎
75・

２
２
５
５
）

介
護
を
語
り
合
う
集
い

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
介
護
に
関

心
の
あ
る
人

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
14
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分
、コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◎
内
容
＝
介
護
者
の
体
験
発
表
と
、

参
加
者
相
互
の
交
流
会
を
行
い

ま
す
。

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
生
駒
市
介
護
者

（
家
族
）の
会
の
日
野
紀
代
子
さ

ん（
☎
78・７
９
５
２
）

は
じ
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

◎
対
象
＝
平
成
24
年
9
月
～
10
月

に
生
ま
れ
た
乳
児（
原
則
と
し
て

第
一
子
）の
保
護
者

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
7
日
㈭

9
時
45
分
～
12
時
、セ
ラ
ビ
ー

い
こ
ま

◎
内
容
＝
離
乳
食
に
つ
い
て
の
講

義・調
理
実
習
、試
食

◎
必
要
品
＝
母
子
健
康
手
帳
、エ

プ
ロ
ン
、三
角
巾
、タ
オ
ル
、筆

記
用
具
、食
器
用
布
巾

◎
定
員
＝
30
組（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
3
０
０
円（
材
料
代
）

　

―
―
託
児
が
必
要
な
人
は
申
込

時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
1

月
29
日
㈫
か
ら
電
話
で
健
康
課

（
☎
75・１
０
０
２
）

「
か
る
が
も
の
お
へ
や
」に

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
０
歳
～
就

園
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◎
と
き・と
こ
ろ

◇
2
月
14
日
㈭・
28
日
㈭
、3
月

14
日
㈭
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｉイ

スＳ
Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き

◇
2
月
12
日
㈫・26
日
㈫
、3
月
12

日
㈫
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◇
1
月
25
日
㈮
、2
月
8
日
㈮・22

日
㈮
、3
月
8
日
㈮
、南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ

　

―
―
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～

11
時
30
分
で
す
。

◎
内
容
＝
親
子
で
楽
し
め
る
体
を

使
っ
た
遊
び
、手
遊
び
、歌
遊

び
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、お
楽

し
み
シ
ア
タ
ー
な
ど
。交
流
し
ま

が
ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
グ 

ル
ー
プ・
か
る
が
も
の
会（
☎
75・

２
１
１
１
、第
3
金
曜
日
を
除

く
平
日
の
10
時
～
15
時
）

サ
ン
デ
ー
ひ
ろ
ば

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

　

―
―
幼
稚
園
、保
育
園
に
通
う

園
児
も
参
加
で
き
ま
す
。

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
2
月
3
日
㈰

9
時
30
分
～
11
時
30
分
の
間
で

自
由
参
加
、中
保
育
園

親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
座「
子
育
て
し
ぐ
さ
」

◎
と
き・と
こ
ろ・テ
ー
マ

①
３
月
５
日
㈫
…「
子
ど
も
が
育
つ 

江
戸
し
ぐ
さ
」

②
３
月
12
日
㈫
…「
色
で
わ
か
る
こ 

ど
も
の
心
」

③
３
月
19
日
㈫
…
「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ 

プ
入
門
」

―
―
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
～
12

時
で
、北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

Ｉイ

Ｓス

Ｔタ

Ａ
は
ば
た
き
で
実
施
し
ま

す（
１
回
だ
け
の
受
講
も
で
き
ま

す
）。

◎
内
容
＝
色
と
こ
こ
ろ
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
竹
村
英ひ

で

子こ

さ
ん
に
よ

る
、子
育
て
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
が

い
っ
ぱ
い
の
講
座

◎
必
要
品
＝
筆
記
用
具

◎
定
員
＝
各
20
人（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
３
回
分
４
７
２
５
円
、

１
回
分
１
５
７
５
円

◎
内
容
＝
園
庭
や
室
内
で
の
あ
そ

び
、保
健
師
や
看
護
師
に
よ
る

子
育
て
相
談
、保
育
士
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
手
遊
び
な
ど

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
う（
☎
73・
１
０ 

０
５
）、中
保
育
園（
☎
74・５
５ 

７
０
）

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
２
月

５
日
㈫
10
時
か
ら
直
接
費
用
を

持
っ
て
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
は
ば
た
き（
☎

71・
３
３
３
１
）。電
話
受
付
も

で
き
ま
す
。

奇跡の一本松保存募金
　高田松原の7万本の松からただ1本、大津
波に耐えた松。岩手県陸前高田市から、こ
の「奇跡の一本松」保存事業への募金依頼
がありましたので、市役所や市内の各公共
施設に募金箱を設置しています。
　住民に希望を与え続け、震災の脅威を次
世代に伝える「一本松」の保存にご協力お
願いします。詳しくは、市ホームページをご
覧ください。
設置期間▶3月19日㈫まで
設置場所▶市役所、高山竹林園、鹿ノ台
ふれあいホール、北コミュニティセンター
I
イ ス タ
STAはばたき、図書会館、たけまるホール、

コミュニティセンター、南コミュニティセン
ターせせらぎ、芸術会館美

み
楽
ら

来
く

問企画政策課（内線215）
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おやこ広場のとき・内容・担当者
回 とき 内容 担当者

1 2月
12日㈫

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◇親子遊び
◇市の子育て事業説明
◇交流会（仲間づくり）

保育士、子ども
サポートセンター
ゆう職員、保健師

2 18日㈪
◇予防接種について
◇赤ちゃんの発達
◇妊婦さんとの交流会
◇わいわいトーク

保健師

お
や
こ
広
場

◎
対
象
＝
平
成
24
年
9
月
～
10
月

に
生
ま
れ
た
乳
児
と
そ
の
保
護

者
◎
と
こ
ろ
＝
セ
ラ
ビ
ー
い
こ
ま

◎
必
要
品
＝
筆
記
用
具
、バ
ス
タ

オ
ル

◎
定
員
＝
30
組（
申
込
順
）

◎
費
用
＝
無
料

◎
申
し
込
み・
問
い
合
わ
せ
＝
1

月
29
日
㈫
か
ら
電
話
で
健
康
課

（
☎
75・１
０
０
２
）

フ
ァ
ミ・サ
ポ
で
助
け
合
っ
て
、

子
育
て
し
ま
せ
ん
か
？

　

保
護
者
の
外
出
や
授
業
参
観・

懇
談
会
な
ど
の
と
き
に
子
ど
も
を

一
時
的
に
預
け
た
い
人（
依
頼
会

員
）と
預
か
る
人（
援
助
会
員
）を

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
、活
動
を
支

援
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト
事

業
。こ
の
事
業
に
関
心
が
あ
る
人
や

登
録
を
希
望
す
る
人
向
け
に
、事
業

の
説
明
や
ビ
デ
オ
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
20
歳
以
上

の
心
身
と
も
に
健
康
で
、子
育
て

を
応
援
し
た
い
人

　

―
―
子
ど
も
の
預
か
り
は
援
助

者
の
自
宅
で
す
。ま
た
、送
迎
だ

け
の
活
動
も
あ
り
ま
す
。

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
1
月
30
日
㈬

10
時
～
11
時
30
分
、子
ど
も
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

◎
費
用
＝
無
料

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
1
月

25
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ

ポ
ー
ト（
☎
73・
５
５
５
２
、

73・１
０
０
７
）

環
境
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
出
店
者
を
募
集

◎
対
象
＝
市
内
に
住
む
人
で
構
成

さ
れ
、ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
理
解
の
あ
る
団
体
や
グ

ル
ー
プ

　

―
―
営
利
目
的
の
団
体
、特
定

の
政
党・
宗
教・
教
団
な
ど
を
支

持
す
る
団
体
、そ
の
ほ
か
主
催
者

が
不
適
当
と
認
め
る
団
体
は
出

店
で
き
ま
せ
ん
。

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
３
月
10
日
㈰

10
時
～
14
時（
雨
天
中
止
）、北

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｉイ

Ｓス

ＴタＡ
は
ば
た
き

　
―
―
ま
ち・
景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
併
せ
て
行
い
ま
す
。

◎
内
容
＝
家
庭
内
の
不
用
品
で
、

食
料
品
を
除
く
一
般
家
庭
用
品

（
台
所
用
品
、家
具
、家
庭
電
化

製
品
、衣
類
、書
籍
、使
用
し
て

い
な
い
贈
答
品
）な
ど

　

―
―
１
人
で
持
ち
運
べ
る
も
の

に
限
り
ま
す
。な
お
販
売
は
出
店

者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。ブ
ー
ス

位
置
は
主
催
者
が
決
定
し
ま
す
。

◎
定
員
＝
20
団
体（
抽
選
制
）

◎
費
用
＝
１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
以 

上
の
協
力
金
を
お
願
い
し
ま
す 

（
生
駒
市
環
境
基
本
計
画
推
進 

会
議
の
活
動
資
金
に
充
て
ま
す
）。

◎
申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
＝
往
復 

は
が
き
に
代
表
者
の
住
所
、氏

名・
ふ
り
が
な
、電
話
番
号
を

書
い
て
、２
月
８
日
㈮（
必
着
）

ま
で
に
環
境
事
業
課「
環
境

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
」係

（
〒
６
３
０
―０
２
８
８
、東
新

町
８
―38
、内
線
３
５
６
）

　

―
―
前
回（
平
成
24
年
11
月
10

日
㈯
）出
店
団
体
以
外
の
応
募

者
を
優
先
し
ま
す
。な
お
、１
団

体
に
つ
き
１
通
の
応
募
と
し
ま

す
。

ところ▶たけまるホール大ホール
｜｜駐車場はありませんので、公共交通機関
を利用してください。
費用▶無料
■環境シンポジウム（13:00～16:15）
内容▶京都エコエネルギー学院学院長の槌

つち

屋
や

治
はる

紀
き

さんによる基調講演、山下市長による再生
可能エネルギーの普及に向けた取組発表、パネ
ルディスカッション、環境行動賞表彰式、環境
展示コーナー（申込不要）
■太陽光発電システム相談会（10:00～17:00）
内容▶太陽光いこまホットラインを運営する
エコリンクス㈱により、iPadでの航空写真を
使った発電シミュレーションなど（予約優先）
予約▶1月26日㈯までに、電話で太陽光いこ
まホットライン（☎0120-922-823）

1月27日㈰
環境シンポジウム

～安心安全なエネルギー社会の実現に向けて～
再生可能エネルギーへのシフト

問環境政策課（内線375）

ファミ・サポで
助け合いませんか

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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お
知
ら
せ
版

図
書
館
・
美
楽
来

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

火
の
用
心
!!

　
コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
な
ど「
消
し

た
は
ず
」と
不
安
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
た
い
せ
つ
な
我
が

家
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、お
休
み

前
、お
出
か
け
前
な
ど
に
火
の
元
の

点
検
を
必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る 

み
か
ら
発
生
し
ま
す
。火
気
の
取
扱

い
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、日
々
の

住
宅
防
火
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防

課（
☎
73・０
１
１
９
）

1月は固定資産税・都市計画税第4期分 
国民健康保険税第7期分の納付月です

～納期限までに納付してください～
確定申告の社会保険料控除のために国民健康保険税
納付資料が必要な人は問い合わせてください
　平成24年分の確定申告の受付期間は2月16日～3
月15日です。平成24年1月1日～平成24年12月31日
に納めた国民健康保険税は確定申告の社会保険料控
除の対象となります。
　国民健康保険税の納税義務者は世帯主ですが確定
申告では実際に納付した人が申告できます。納付の控
え、口座引き落とし、納税通知書を参考に記載してくだ
さい。また、年金と違って証明書類の添付は不要です。
　納付額についての資料は、世帯の国民健康保険の加
入状況、負担状況により世帯で判断することとなるた
め、皆さんに送付していません。納付資料が必要な人
は、国保年金課国保係に問い合わせてください。1月下
旬からお渡しできる予定です。後期高齢者医療保険料
については、国保年金課福祉医療係（内線788）に問い
合わせてください。
 問国保年金課国保係（内線782）

1月から近畿労働金庫でも納付できるようになりました。
市税の納付は安心･便利な口座振替納付をご利用ください｡

 月
税目

1 2 3
2段目は納期限の日、口座振替納付の振
替日です。

市・ 県 民 税
（ 普 通 徴 収 ）
固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

4期
1/31

国 保 税
（ 普 通 徴 収 ）

7期 8期 9期
1/31 2/28 4/1

住
基
カ
ー
ド
の
臨
時
受
付

◎
と
き・と
こ
ろ
＝
市
民
課

◇
時
間
延
長
窓
口
…
2
月
1
日
㈮

17
時
15
分
～
20
時

◇
休
日
窓
口
…
1
月
27
日
㈰
、2

月
9
日
㈯
、８
時
30
分
～
12
時

　
―
―
１
月
27
日
㈰
は
公
的
個
人

認
証（
電
子
証
明
書
）の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

◎
取
扱
業
務
＝
住
基
カ
ー
ド
の
申

請
受
付・
交
付
、住
基
カ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
利
用
登
録
申
請

◎
必
要
品
＝
印
鑑
、本
人
確
認
書

類
◎
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課（
内
線

３
０
３
）

図
書
館
臨
時
職
員
の
登
録

◎
対
象
＝
図
書
館
の
仕
事
に
興
味

が
あ
り
、６
か
月
以
内
の
雇
用
で

週
３
日
程
度
勤
務
で
き
る
人

　

―
―
週
に
１
回
は
土
曜
日
か
日

曜
日
の
勤
務
。図
書
館（
本
館
）

は
月
に
２
日
程
度
、20
時
ま
で
の

時
差
出
勤
日
も
あ
り
ま
す
。

（
仮
称
）生
駒
市
参
画
と
協
働
の

指
針（
素
案
）の
意
見
を
募
集

　

平
成
22
年
4
月
か
ら
参
画
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
原
則
と

す
る
生
駒
市
自
治
基
本
条
例
を
施

行
し
ま
し
た
。今
後
よ
り
一
層
、参

画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め「
生
駒
市
参
画
と
協
働
の
指

針
」の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◎
閲
覧
期
間・
場
所
＝
１
月
21
日

図
書
館
休
館
と

本
の
貸
出
期
間
の
延
長

　
市
内
の
５
図
書
館・
室
は
、特
別

整
理
の
た
め
２
月
18
日
㈪
～
25
日

㈪
は
休
館
で
す
。そ
の
た
め
2
月
5

日
㈫
～
17
日
㈰
は
本
の
貸
出
期
間

を
延
長
し
、貸
出
は
1
人
12
冊
ま

で
と
し
ま
す
。

―
―
詳
し
い
返
却
日
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。休
館
中
に
本
を

㈪
～
２
月
19
日
㈫
、市
役
所（
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、市
民
活
動

推
進
課
）な
ど
主
な
公
共
施
設

　

―
―
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」の
ペ
ー
ジ
で

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
意
見
の
提
出
方
法
＝
意
見
を
提

出
で
き
る
人
や
提
出
方
法
は
、閲

覧
書
類
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。意
見
が
あ
る
場

合
は
、２
月
19
日（
必
着
）ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
そ
の
他
＝
意
見
の
内
容
は
、住

所・
氏
名
な
ど
を
除
き
公
表
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。な
お
、個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
活
動
推
進

課（
内
線
２
３
４
）

◎
勤
務
場
所
＝
市
内
５
図
書
館・

室
の
い
ず
れ
か

◎
勤
務
内
容
＝
図
書
館
業
務
全
般

の
補
助
な
ど

◎
登
録
期
間
＝
申
込
日
～
平
成
26

年
３
月
31
日

　

―
―
登
録
期
間
中
、必
要
に
応

じ
て
雇
用
し
ま
す
が
、登
録
者
が

多
数
の
場
合
は
雇
用
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
登
録
方
法・問
い
合
わ
せ
＝
市
販 

の
履
歴
書
に
、司
書
資
格
を
持 

っ
て
い
る
人
は
証
明
書
の
写
し

を
添
え
て
、直
接（
休
館
日
を
除

返
却
す
る
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
館

に
あ
る「
本
を
か
え
す
と
こ
ろ
」に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館（
☎
75・

５
０
０
０
）

く
）図
書
館（
☎
75・５
０
０
０
）

　

―
―
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
は
返

却
し
ま
せ
ん
。
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新
成
人
の
皆
さ
ん
！

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
日
本
国
内
に
住
む

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。学
生
で

も
、20
歳
に
な
れ
ば
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
年
金
の
被
保
険
者
の
区
分

◇
第
１
号
被
保
険
者
…
自
営
業

者
、農
林
漁
業
者
、学
生
、フ
リ 

ー
タ
ー

◇
第
２
号
被
保
険
者
…
サ
ラ
リ
ー

マ
ン・
公
務
員（
厚
生
年
金
、共

済
組
合
加
入
者
）

◇
第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

◎
加
入
方
法
＝
第
１
号
被
保
険
者

に
該
当
す
る
人
は
、20
歳
の
誕
生

日
の
前
月
に
届
く「
国
民
年
金

被
保
険
者
資
格
取
得
届
書
」を

国
保
年
金
課
年
金
係
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
保
険
料
の
納
付
＝
加
入
手
続
き

後
、日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
で
金
融
機
関
、

郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
毎
月
の
保
険
料
を
翌

月
末
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

源
泉
徴
収
票
な
ど
の
法
定
調
書

の
提
出
は
１
月
31
日
ま
で
に

　

従
業
員
な
ど
に
給
与
な
ど
を
支

払
っ
て
い
る
法
人
と
事
業
主
は
、次

の
法
定
調
書
を
１
月
31
日
㈭
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
奈
良
税
務
署
へ
提
出
す
る
も
の

◇
平
成
24
年
分
の
給
与
所
得
の
源

泉
徴
収
票

◇
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票・
特

別
徴
収
票

◇
報
酬
、料
金
、契
約
金
及
び
賞
金

の
支
払
調
書

◇
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調

書
◇
不
動
産
等
の
譲
受
け
の
対
価
の

支
払
調
書

◇
不
動
産
等
の
売
買
又
は
貸
付
け

の
あ
っ
せ
ん
手
数
料
の
支
払
調
書

◇
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
合
計
表

◎
問
い
合
わ
せ
＝
奈
良
税
務
署

（
☎
０
７
４
２・26・１
２
０
１
）

■
生
駒
市
役
所
へ
提
出
す
る
も
の

◇
給
与
支
払
報
告
書
の
総
括
表

◇
給
与
支
払
報
告
書
の
個
人
別
明

所
得
税
の
還
付
申
告

相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

◎
対
象
＝
給
与
所
得
者
や
年
金
受

給
者
で
、還
付
申
告
を
す
る
人

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
２
月
５
日
㈫

～
15
日
㈮（
土
曜・
日
曜
日
、祝

日
を
除
く
）、９
時
30
分
～
16
時
、

西
奈
良
県
民
セ
ン
タ
ー（
奈
良

市
登
美
ケ
丘
２
丁
目
）

　
―
―
各
日
と
も
当
日
先
着
順
で 

す
。混
雑
の
状
況
で
早
め
に
受

付
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。な
お
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
注
意

◇
相
続
税
、贈
与
税
、譲
渡
所
得

（
不
動
産
、株
式
な
ど
）に
関
す

る
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

◇
所
得
税
の
確
定
申
告
相
談
は
2

月
27
日
㈬
～
3
月
１
日
㈮
、図

N

近鉄学園前駅より奈良交通バス（約5分）
「登美ケ丘一丁目」停留所下車すぐ

至
西
大
寺

至
生
駒

登美ケ丘
一丁目バス停

近鉄
あやめ池駅近鉄

学園前駅

大渕池

西奈良県民センター

とき 1　班 ２　班
1日㈮ 芝

東生駒月見町、元町1丁目、
本町、東菜畑2丁目、中菜
畑１・２丁目、西菜畑町2日㈯

4日㈪ 桜ケ丘、松美台、
新生駒台

新旭ケ丘、西旭ケ丘、
軽井沢町、緑ケ丘、

山崎新町5日㈫ 生駒台、小明町
6日㈬ 宮方 北新町、仲之町7日㈭
8日㈮ 久保 東山町、萩の台、萩原町、

藤尾町、大門町、
小倉寺町、鬼取町、

西畑町、菜畑町

9日㈯
12日㈫ 北田原町、上町13日㈬
14日㈭ 傍示 壱分町
15日㈮ 俵口町16日㈯ 辻町
18日㈪

大北 門前町19日㈫
20日㈬ 東旭ケ丘、山崎町

21日㈭
庄田

元町2丁目、谷田町、東菜
畑1丁目、東生駒、東新町

22日㈮ 北小平尾23日㈯
25日㈪ 南田原町 小瀬町
26日㈫ 有里町27日㈬ 西松ケ丘
28日㈭ 東松ケ丘、鹿畑町 秋津、南小平尾

2月のし尿くみ取り予定表
注意
◇作業日が2～3日前後するこ

とがあります。
◇これは浄化槽のくみ取り予定表ではありません。

転入、転出などで人数が変わったり、くみ取りを
開始・中止したりする場合は、申請が必要です。

問環境事業課(内線356)

西奈良県民センターの位置

細
書

◎
問
い
合
わ
せ
＝
課
税
課（
内
線

２
８
５
）

書
会
館
で
行
い
ま
す
。詳
し
く
は

広
報
い
こ
ま
2
月
1
日
号
に
掲

載
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
奈
良
税
務
署

（
☎
０
７
４
２・26・１
２
０
１
）

ト
カ
ー
ド
払
い
を
希
望
す
る
場

合
に
は
、申
し
込
み
が
必
要
で

す
。口
座
振
替
に
は
、早
割
制
度

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、一
定
期
間

分
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め

る
前
納
制
度
を
利
用
す
る
と
割

引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

◎
納
付
が
困
難
な
場
合
＝
学
生
の

皆
さ
ん
に
は
在
学
期
間
中
の
保

険
料
を
後
払
い
で
き
る
学
生
納

付
特
例
制
度
が
、学
生
以
外
の

皆
さ
ん
に
は
若
年
者
納
付
猶
予

制
度（
30
歳
未
満
の
人
）や
保
険

料
免
除
制
度
が
あ
る
の
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
場
所・問
い
合
わ
せ
＝
国
保

年
金
課
年
金
係（
内
線
７
８
５
）

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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お
知
ら
せ
版

図
書
館
・
美
楽
来

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

大
和
都
市
計
画
用
途
地
域

な
ど
を
変
更
し
ま
し
た

　
本
市
で
は
、こ
れ
ま
で
作
業
を
進

め
て
き
た
用
途
地
域
、高
度
地
区
、

地
区
計
画（
都
市
計
画
道
路
菜
畑

乙
田
線
沿
道
地
区
、翠
光
台
地
区
）

の
決
定・
変
更
作
業
を
終
え
、平
成

大
和
都
市
計
画
道
路
の
変
更 

原
案
の
縦
覧
と
公
聴
会
の
開
催

◎
縦
覧
の
と
き・と
こ
ろ
＝
１
月
29

日
㈫
～
２
月
12
日
㈫
の
執
務
時

間
◇
谷
田
大
路
線
と
谷
田
山
崎
線
…

奈
良
県
都
市
計
画
室（
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
）と

市
事
業
計
画
課

◇
谷
田
小
明
線
…
市
事
業
計
画
課

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

ま
す
）

◎
公
聴
会
の
と
き・と
こ
ろ
＝
２
月

24
日
㈰
13
時
～
、市
役
所
４
階

大
会
議
室

◎
変
更（
区
間
廃
止
）し
よ
う
と
す

る
路
線

◇
谷
田
大
路
線（
北
新
町
、西
松
ケ

丘
、元
町
１・２
丁
目
）の
一
部

◇
谷
田
山
崎
線（
東
旭
ケ
丘
、西
旭

ケ
丘
、山
崎
町
、山
崎
新
町
、軽

井
沢
町
、仲
之
町
、門
前
町
、菜

畑
町
）の
一
部

◇
谷
田
小
明
線（
北
新
町
）の
一
部

◎
公
述
申
出
書
の
提
出
方
法・
問

い
合
わ
せ
＝
公
聴
会
で
意
見
を 

述
べ
た
い
人（
市
民
そ
の
他
利
害 

関
係
者
に
限
り
ま
す
）は
、直
接 

か
郵
送
で
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

職
業
、電
話
番
号
、意
見
の
要
旨 

と
そ
の
理
由
を
書
い
た
公
述
申

出
書
を
１
月
29
日
㈫
～
２
月
13 

日
㈬（
必
着
）に
、谷
田
大
路
線 

と
谷
田
山
崎
線
は
奈
良
県
知
事 

宛
て
で
奈
良
県
都
市
計
画
室（
〒 

６
３
０
―８
５
０
１
、☎
０
７
４ 

２・27・７
５
２
０
）、谷
田
小
明 

線
は
生
駒
市
長
宛
て
で
市
事
業 

計
画
課（
〒
６
３
０
―０
２
８
８
、 

東
新
町
８
―38
、内
線
６
９
３
）

　

―
―
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な

か
っ
た
場
合
は
、公
聴
会
の
開

催
を
中
止
し
ま
す
。

　毎月11日は「人権を確かめあう日」
として今も人権尊重の啓発活動が展開
されています。毎月11日から、「人は等
しい」というスローガンや、人権啓発オ
リジナルキャラクターのてんいち（1

て ん
0

＋ 1
いち

＝11）先生が生まれました。2コマ
目のシーソーが訴えているのは、「人は
等しい」ということです。人は、大きい
小さい、強い弱い、男性女性など、さま
ざまな違いがあっても平等なのです。

元
町
自
転
車
駐
車
場
は
１
月 

31
日
㈭
に
閉
鎖
に
な
り
ま
す

　
近
鉄
生
駒
駅
前
の
元
町
自
転
車 

駐
車
場（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

自
転
車
駐
車
場
、元
町
１
丁
目
３ 

０
４
―40
）は
、１
月
31
日
㈭
に
閉

放
送
大
学
の
学
生
募
集

◎
資
料
の
請
求・
問
い
合
わ
せ
＝

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
４
２・20・７
８
７
０
）

■
放
送
大
学
の
学
生
を
募
集

◎
募
集
す
る
学
生
＝
満
15
歳
以
上 

（
全
科
履
修
生
だ
け
満
18
歳
以

上
で
大
学
入
学
資
格
の
あ
る
人
）

　
―
―
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
内
容
＝
幅
広
い
世
代
向
け
の
大

学
で
す
。授
業
は
約
３
０
０
科

目
か
ら
選
択
で
き
、１
科
目
だ
け

で
も
学
べ
ま
す
。自
宅
で
の
Ｂ
Ｓ

放
送
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、学
習
セ
ン

タ
ー
で
の
ビ
デ
オ・
Ｄ
Ⅴ
Ｄ・
Ｃ

Ｄ（
貸
出
も
可
）に
よ
る
学
習
で

す
。

◎
申
し
込
み
＝
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、２
月
28
日

㈭（
必
着
）ま
で
に
同
大
学
本
部

（
〒
２
６
１
―８
５
８
６
、千
葉

市
美
浜
区
美
浜
郵
便
局
私
書
箱

５
号
）

　

―
―
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
出
願
で
き
ま
す
。

■
放
送
大
学
公
開
講
演
会

◎
と
き
･
と
こ
ろ
＝
２
月
９
日
㈯

10
時
～
11
時
30
分（
開
場
は
9

時
30
分
）、た
け
ま
る
ホ
ー
ル

◎
内
容
＝
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ

ン
タ
ー
所
長
の
池
原
健
二
さ
ん

に
よ
る「
生
命
の
起
源・
進
化
と

生
き
る
意
味
」

◎
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

鎖
に
な
り
ま
す
。２
月
１
日
㈮
に
駐

輪
し
て
い
る
原
付
な
ど
は
撤
去
し

ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、２
月
１
日
以
降
は
、生
駒

駅
南
自
転
車
駐
車
場（
山
崎
新
町

１
４
４
―45
、☎
75・
１
１
０
５
）、 

東
新
町
自
転
車
駐
車
場（
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
東
新
町
自
転
車
駐

車
場
、東
新
町
３
１
１
）な
ど
近
隣

施
設
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー（
☎
73・
０
０
５
５
）、

生
活
安
全
課（
内
線
３
６
４
）

24
年
12
月
６
日
付
け
で
都
市
計
画

の
決
定
を
告
示
し
ま
し
た
。

　

開
発
行
為
、建
築
行
為
の
申
請

手
続
き
な
ど
は
、都
市
計
画
の
規
制

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
ら
の

都
市
計
画
に
関
す
る
図
書
は
、都

市
計
画
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
都
市
計
画
課

（
内
線
５
６
５
）

問人権施策課（内線313）
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花・緑
景
観
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
の
入
賞

　

第
5
回
花・
緑
景
観
ま
ち
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
、花
と
緑
と
自
然
の

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
、ハ
ン
ギ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
に
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。「
第
2
回
花・緑

ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
in
ふ
ろ
ー
ら

む
」で
表
彰
式
を
行
い
、各
コ
ン
テ

ス
ト
の
応
募
作
品
全
て
を
展
示
し

ま
し
た
。各
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す（
順
不
同・敬
称
略
）。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
花
の
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
ふ
ろ
ー
ら
む（
☎

70・０
１
８
７
）

■
第
5
回
花・緑
景
観 

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

◎
最
優
秀
賞
＝
谷
内
正
美

◎
優
秀
賞
＝
い
こ
ま
寿
大
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門

◎
景
観
賞
＝
光
陽
台
ひ
ま
わ
り
の

会

共
同
募
金
運
動
奉
仕
功
労
者
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

　
（
元
）生
駒
市
共
同
募
金
委
員
会

会
長
の
上
埜
作
治
さ
ん
が
、共
同

◎
ま
ち
づ
く
り
賞
＝
あ
す
か
野
花

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ネ
ム
の
会

学
校
部
門

◎
景
観
賞
＝
奈
良
佐
保
短
期
大
学

附
属
生
駒
幼
稚
園

◎
ま
ち
づ
く
り
賞

◇
鹿
の
台
小
学
校
花
鹿
ク
ラ
ブ

◇
上
中
学
校
育
友
会

◇
鹿
の
台
中
学
校
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

事
業
所
部
門　

◎
景
観
賞
＝
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
い
こ

ま
花
倶
楽
部

■
花
と
緑
と
自
然
の
絵
画 

コ
ン
ク
ー
ル

入
選

◎
市
長
賞
＝
榊
原
啓
仁

（
真
弓
小
２
年
）

◎
議
長
賞
＝
加
古
茉
白

（
壱
分
小
１
年
）

◎
教
育
長
賞
＝
須
藤
悠
月

（
壱
分
小
１
年
）

◎
商
工
会
議
所
会
頭
賞
＝
山
田
帆

夏 
（
桜
ケ
丘
小
５
年
）

◎
農
業
委
員
会
会
長
賞
＝
板
谷
有

記 

（
あ
す
か
野
小
５
年
）

◎
Ｅエ

コ
Ｃ
Ｏ
―ｎネ

ッ

ト

ｅ
ｔ
生
駒
賞
＝
花

木
涼
音 

（
鹿
ノ
台
小
４
年
）

ふ
ろ
ー
ら
む
賞

◇
山
地
百
咲 

（
生
駒
小
１
年
）

◇
上
田
花 

（
生
駒
小
１
年
）

◇
木
理
万
緒 

（
生
駒
小
３
年
）

◇
稲
本
陽
菜
乃 

（
生
駒
小
４
年
）

◇
後
藤
唄 

（
生
駒
小
４
年
）

◇
川
村
智
基 

（
生
駒
小
５
年
）

◇
山
口
芳
輝 

（
生
駒
北
小
２
年
）

◇
蒲
原
真
里 

（
生
駒
北
小
５
年
）

◇
河
田
朋
果 

（
真
弓
小
３
年
）

◇
花
田
琴
嶺 

（
真
弓
小
６
年
）

◇
今
村
莉
奈 

（
真
弓
小
６
年
）

◇
高
橋
亮
太
朗 

（
桜
ケ
丘
５
年
）

◇
駒
井
大
聖 

（
桜
ケ
丘
６
年
）

◇
坂
本
知
優 

（
あ
す
か
野
１
年
）

◇
江
島
春
華 

（
あ
す
か
野
１
年
）

◇
佐
近
里
緒 

（
あ
す
か
野
２
年
）

◇
松
原
明
里 

（
あ
す
か
野
２
年
）

◇
小
森
遥 

（
あ
す
か
野
２
年
）

◇
西
田
悠
人 

（
あ
す
か
野
２
年
）

◇
大
月
紳
平 

（
あ
す
か
野
３
年
）

◇
田
邊
泰
雅 

（
あ
す
か
野
３
年
）

◇
推
野
真
心 

（
あ
す
か
野
４
年
）

◇
松
原
百
花 

（
あ
す
か
野
６
年
）

◇
大
谷
瑞
希 

（
壱
分
小
１
年
）

◇
岡
本
瑞
生 

（
壱
分
小
３
年
）

◇
浜
口
大
輝 

（
壱
分
小
６
年
）

◇
瀬
古
駿
志（生

駒
南
第
二
小
３
年
）

■
ハ
ン
ギ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

◎
市
長
賞
＝
横
田
克
代

このコーナーでは、本市が
募集したポスターや標語の
入選作品、各種大会やコン
クールに市を代表して出場
する市民などを紹介します。

 

び 

と

　たった1つのキセキ
あなたが産まれて、みんなが笑顔に。
あなたが大きくなって、みんなが喜ぶ。
あなたは、大切な一人。けっしてかけてはならない家族の宝。
あなたは、みんなに愛されている。
あなたは、みんなにとって、たった1つのキセキの子。

生駒南中学校 1年
寺尾 美菜穂さん

平成23年度の優秀作品から

人権メッセージ 上埜作治さん（右）募
金
運
動
奉
仕
功
労
者
と
し
て
社

会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
協
議

会（
☎
75・０
２
３
４
）

「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」で
県
内

各
市
の
情
報
を
放
送
中

　

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
で
毎
週
金
曜

日
に
放
送
の「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」。

　

18
時
30
分
か
ら
、県
内
各
市
の

情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

◎
生
駒
市
が
紹
介
さ
れ
る
2
月
の

放
送
日
＝
15
日
㈮

◎
問
い
合
わ
せ
＝
広
報
広
聴
課

（
内
線
２
２
３
）

「
福
祉
職
de
あ
い
フ
ェ
ア
」

～
就
職
面
接
会
～

◎
対
象
＝
介
護
職
や
看
護
職
な
ど

の
福
祉
職
へ
就
職
を
希
望
す
る

平
成
25
年
3
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
人
か
平
成
22
年
３

月
以
降
の
既
卒
者

◎
と
き・
と
こ
ろ
＝
１
月
27
日
㈰

13
時
～
16
時（
入
退
場
自
由
）、

奈
良
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル（
奈
良
市

法
華
寺
町
）

◎
内
容
＝
福
祉
関
係
の
事
業
所
35

社
が
参
加
し
て
行
う
合
同
就
職

面
接
会

◎
費
用
＝
無
料（
駐
車
場
も
無
料

で
す
）

◎
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

奈
良
福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー（
☎

０
７
４
２・36・１
６
０
１
）

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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お
知
ら
せ
版

図
書
館
・
美
楽
来

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

■
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

◦
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
管

◦
北
向
き
の
日
陰
に
あ
る
管（
散
水

栓
な
ど
）

◦
風
当
た
り
の
強
い
屋
外
に
あ
る

管（
給
湯
器
前
後
部
分
な
ど
）

■
防
寒
の
方
法

　

水
道
管
や
蛇
口
に
保
温
材・
布

な
ど
を
巻
き
付
け
、そ
の
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
、直

接
冷
気
を
受
け
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
、大
規
模
な
地
震
で

水
道
管
が
壊
れ
た
場
合
で
も
飲
料

水
を
確
保
で
き
る
特
殊
な
貯
水
槽

（
緊
急
耐
震
貯
水
槽
）を
市
内
6

か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。１
か
所

■
漏
水（
水
漏
れ
）に
注
意
！

　

漏
水
す
る
と
、水
道
料
金
が
高

額
と
な
る
だ
け
で
な
く
、た
い
せ
つ

な
水
が
無
駄
に
も
な
り
ま
す
。

　

確
認
の
方
法
は
、宅
地
内
の
蛇

口
を
全
部
閉
め
て
も
水
道
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
っ

て
い
れ
ば
、ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い

ま
す
。

　

受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
で
は
、受
水
槽
へ
の
警

報
装
置
の
設
置
や
定
期
的
な
点
検

で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。毎

回
の
使
用
水

量
を
比
較
す

る
こ
と
も
有

効
な
点
検
方

法
で
す
。

◎
問
い
合
わ

せ
＝
上
下

水
道
部
総

務
課
営
業

係

収益/26億1,037万円
その他
5,415万円9,984万円

給水分担金

給水収益
（水道料金収入）
24億5,638万円

事
業
収
益

　

使
用
水
量
の
減
少
、特
に
単
価

が
高
い
大
口
需
要
家
の
減
少
に
よ

り
、給
水
収
益（
水
道
料
金
収
入
）

が
減
少
し
、前
年
度
に
比
べ
て
３・

６
％
減
少
し
ま
し
た
。

事
業
費
用

　

自
己
水
の
確
保
に
努
め
た
こ
と

に
よ
る
県
営
水
道
の
受
水
費
の
減

少
や
、職
員
数
の
削
減
に
よ
る
人
件

費
の
減
少
な
ど
か
ら
、前
年
度
に
比

べ
て
３
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
純
利
益
は
８
７ 

７
６
万
円
で
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
部
総

務
課
経
理
係

費用/25億2,261万円

1億5,444万円修繕費
8,061万円

動力費

委託料

人件費

減価償却費

1億5,892万円

1億7,878万円

2億8,268万円

5億165万円

受水費
11億
　6,553万円

その他

凍
結
水
道
管
に

防
寒
の
対
策
を

業務量
◇給水人口　120,959人

（平成24年3月31日現在）
◇年間総配水量
 12,833,240㎥
◇1日平均配水量 35,063㎥
◇1人1日平均配水量 290ℓ

平成23年度の主な施策や事業
◇ 山崎浄水場ろ過設備改良

工事
◇配水管布設替工事
◇小水力発電検討業務

水道水1㎥当たりの販売収支
販売単価 200円77銭
製造原価 205円15銭
販売損失 4円38銭

生
水
だ
よ
り

せ
い
す
い

№43
平成24年1月号

生
水
だ
よ
り

せ

す

い

い 生
水
だ
よ
り

せ
い
す
い

平成24年
1月号

№43

平成25年
1月号

№45

発
行
者
：
上
下
水
道
部

　
寒
い
日
が
続
く
と
水
道
管
が
凍
結
し
て
、水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、膨
張

し
て
水
道
管
に
亀
裂
が
生
じ
て
漏
水
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今

回
の
生
水
だ
よ
り
は
、こ
の
時
期
に
必
要
な
水
道
管
の
防
寒
対
策
や
、平

成
23
年
度
の
水
道
事
業
会
計
決
算
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、凍

結
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ

て
、ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
く
だ
さ
い（
急
に
熱
湯
を
か
け
る

と
、管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）。

　

も
し
、水
道
管
が
破
損
し
た
ら
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
直
結
バ

ル
ブ
を
閉
め
て
、本
市
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。修
理
は
有
料
で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
部
工 

務
課
管
理
係

決
算
平
成
23
年
度

水
道
事
業
会
計

大
規
模
地
震
へ
の

備
え

安
心

で
１
万
人
が
３
日
間
生
活
で
き
る

１
０
０
㎥
の
飲
料
水
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
災
害
時
に
備
え
、定
期
的

に
操
作
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水道メーターボックス

直結バルブ

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク



2013.1月合併号　ikoma　20

市
民・事
業
者
満
足
度

調
査
の
結
果
報
告

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
第
５
次
総
合
計
画
で
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
目
指
す
姿
や
目
標
と
す
る
指
標
を
設
定
し
て
い
ま

す
。そ
の
指
標
の
一
つ
が
、み
な
さ
ん
の「
満
足
度
」。そ
こ
で
、市
民

満
足
度
調
査
と
、事
業
者
満
足
度
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。皆
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
分
析・検
証
し
て
、平
成
26
年

度
か
ら
開
始
の
後
期
基
本
計
画
の
策
定
と
計
画
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

問
企
画
政
策
課（
内
線
２
１
３
）

調査の概要
市民満足度調査 事業者満足度調査

調査対象者 20歳以上の市民 生駒商工会議所会員
対象者 3,000人 500社

抽出方法

平 成24年4月1日 現
在で住民基本台帳と
外国人登録をしてい
る人から、無作為抽
出

生駒商工会議所会員
から業種別に抽出

調査期間 平成24年5月15日～31日
有効回収数 1,565件 209件

調査内容

定住意向、総合的な
住みやすさの満足度、
取組やサービスの満
足度、市政への関心
など計12の設問

市内での事業継続意
向、事業環境の満足
度、取組やサービスの
満足度、市政への関心
など計12の設問

※このアンケート結果の詳細は、市ホームページと市役所
（企画政策課、市政情報コーナー）、主な公共施設でご覧に
なることができます。

　
「
現
在
の
と
こ
ろ
に
ず
っ
と
住

み
つ
づ
け
た
い
」「
当
分
の
間
は
住

み
つ
づ
け
た
い
」を
合
わ
せ
る
と

約
86
％
。前
回
調
査（
平
成
22
年
）と

比
較
す
る
と「
現
在
の
と
こ
ろ
に

ず
っ
と
住
み
つ
づ
け
た
い
」は
13・

1
％
上
昇
し
て
お
り
、永
住
意
向

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

住
み
続
け
た
い
理
由
は「
自
然

環
境
が
豊
か
で
あ
る
」「
閑
静
な
住

宅
地
で
あ
る
」が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
回
答
結
果
を
１
０
０
点
満
点
で

点
数
化
し
た
と
こ
ろ
、「
緑
化
の

推
進（
55
点
）」「
健
康
診
査・
健
康

教
育
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス（
53

点
）」「
上
水
道（
52
点
）」「
学
校
教

育（
52
点
）」で
満
足
度
が
高
く
、

「
市
内
の
産
業
振
興・
企
業
誘
致

（
35
点
）」「
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
43
点
）」の
満
足
度
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、前
回
調
査
と

比
較
す
る
と
、多
く
の
項
目
で
得

点
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
」な
ど
は「
わ
か
ら

な
い
」が
も
っ
と
も
多
く
認
知
度

が
低
い
と
い
え
ま
す
。

　
「
普
通
」よ
り
満
足
度
の
高
い

評
価
が
約
61
％
を
占
め
、満
足
度

の
低
い
評
価
の
10・
0
％
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、総
体
的
に
満

足
度
が
高
い
と
い
え
ま
す
。前
回

調
査
と
比
較
す
る
と
、「
普
通
」よ

り
高
い
評
価
が
4・
8
％
増
加
し

て
お
り
、満
足
度
は
全
体
的
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
年
代
別
で
は
満
足
度
が
高
い
の

は
30
代（
高
評
価
が
66・
5
％
）、低
い

の
は
50
代（
同
57・6
％
）で
し
た
。

Q 

今
後
も
現
在
の
と
こ
ろ
に
住
み
続
け
た
い
で
す
か

A 

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
人
が
6
割
を
超
え
て
い
ま
す

Q 

生
駒
市
の
取
組
や

　 

サ
ー
ビ
ス
に
満
足
で
す
か

A 

い
ず
れ
の
項
目
も「
普
通
」や

　

 「
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
評
価

　

 

が
多
数
を
占
め
て
い
ま
す

Q 

総
合
的
に
考
え
、住
み
や
す
さ
に
満
足
し
て
い
ま
す
か

A 

満
足
度
は
全
体
的
に
高
ま
っ
て
い
ま
す

現在の
ところに
ずっと住み
つづけたい
61.4％

当分の
間は住み
つづけたい
24.5％

市内の他の
ところへ
移りたい
5.3％

市外へ移りたい
3.7％

無回答1.0％どちらとも
いえない 4.2％非常に満足

 4.0％
満足
21.5％

やや満足
35.2％

普通
26.6％

やや不満
6.9％

不満 2.4％

非常に不満 
0.7％

無回答 2.7％

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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お
知
ら
せ
版

図
書
館
・
美
楽
来

お
知
ら
せ

福
　
祉

環
境
・
エ
コ

子
育
て
・
教
育

健
　
康

自
主
学
習

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

　

全
体
的
に
市
民
満
足
度
は
前
回

よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。取
組

や
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
や
市
政
へ

の
意
向
の
反
映
実
感
度
も
向
上
し

て
お
り
、市
政
が
望
ま
し
い
方
向
に

進
展
し
つ
つ
あ
る
と
評
価
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。分
野
別
で

は
、医
療
や
学
校
教
育
が
特
に
重

要
な
施
策
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、取

組
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
や
福
祉
の
施
策
は
認
知
度
が

低
く
、将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
。前
回
よ
り
評

価
は
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、一
層
の

施
策
の
充
実
と
情
報
提
供
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、近
年
の
自
然
災
害
の

発
生
や
産
業
経
済
の
低
迷
が
、健

康
や
安
全・
安
心
、将
来
に
対
す
る

不
安
と
な
り
、影
響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
者
の
満
足
度
は
、市
民
の

満
足
度
調
査
の
数
値
を
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、今
後
も
事
業
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
場
所
と
し
て
一
定

の
評
価
は
得
て
お
り
、重
要
な
施
策

と
捉
え
ら
れ
て
い
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
商
工
業
の
分
野
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
政
に
市
民
の
意
向
は「
十
分

反
映
さ
れ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
反

映
さ
れ
て
い
る
」を
合
わ
せ
て
38・

0
％
。「
あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な

い
」「
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な

い
」の
合
計
34・
9
％
を
3・
1
％

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
政
へ
の
関
心
は「
大
い

に
関
心
が
あ
る
」「
少
し
関
心
が
あ

る
」を
合
わ
せ
て
61・7
％
と
6
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
51
項
目
の
進
捗
度
を
１
０
０
点

満
点
で
得
点
化
し
、5
つ
の「
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
」別
に
平
均
化
し

ま
し
た
。「
子
育
て
し
や
す
く
、だ

れ
も
が
成
長
で
き
る
ま
ち
」が
57

点
で
も
っ
と
も
高
い
評
価
で
す
。

　

前
回
調
査
と
比
べ
る
と
、い
ず

れ
の
目
標
に
お
い
て
も
得
点
が
向

上
し
て
い
ま
す
。平
均
得
点
は
今

回
が
51・
6
点
で
、前
回
の
46・
3

点
か
ら
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
「
重
要
」と
い
う
回
答
が
も
っ
と

も
多
い
の
は「
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」で
、安
心・
安
全
に
関
す
る

項
目
が
重
要
だ
と
考
え
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。25
項
目
の
ほ

と
ん
ど
で「
重
要
」「
や
や
重
要
」を

合
計
す
る
と
過
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
が
、「
学
研
都
市
と
の
連
携
」

「
農
業
の
振
興
」な
ど
で
は
半
数
以

下
と
な
り
、産
業
面
に
つ
い
て
重

要
度
が
下
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
下
表
は
１
０
０
点
満
点
で
得
点

化
し
た
結
果
の
上
位
施
策
）。

　

事
業
者
満
足
度
調
査
で
、事
業

環
境
の
満
足
度
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
普
通
」が
44・0
％
と
も
っ
と
も
多

く
、普
通
よ
り
満
足
度
の
高
い
評

価
は
30・1
％
、満
足
度
の
低
い
評

価
は
22・0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
場
所
で
事
業
を
続
け
た

い
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ず
っ
と
続

け
た
い（
66・
0
％
）」「
当
分
の
間

は
続
け
た
い（
16・7
％
）」を
合
わ

せ
て
、82・7
％
の
事
業
者
が
市
内

で
の
事
業
継
続
の
意
向
を
示
し
て

い
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら

考
え
る
市
政

Q 
市
政
に
市
民
の
意
向
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
か

A 「
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
」が
37・2
％
と
も
っ
と
も
多
い

Q 

目
指
す
姿
に
、ど
れ
だ
け
近
づ
い
て
い
ま
す
か

A 

平
均
得
点
は
51・6
点
で
し
た

Q 

市
の
施
策
で
重
要
だ
と
思
う
も
の
は
何
で
す
か

A 

も
っ
と
も
重
要
な
施
策
は「
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」

Q 

事
業
環
境
に
満
足
し
て
い
ま
す
か

A 

普
通
よ
り
満
足
度
の
高
い
事
業
者
が
30・1
％
で
す

施策の重要度
医療サービスの充実(85点)
学校教育の充実(82点)
健全で効率的な行財政運営の推進(81点)
子育て支援の充実(80点)
高齢者の生活を支えるサービスの実施(80点)
生活の安全の確保(80点)

非常に満足 1.9％
満足 9.1％

不満 4.8％

非常に不満 3.8％
無回答 3.8％

やや満足 
19.1％

普通 
44.0％

やや不満 
13.4％

ある程度
反映されて
いる 37.2％

あまり反映
されていない 
31.2％

わからない 
25.4％

ほとんど
反映されて 
いない
3.7％

無回答 1.7％
十分反映
されている
 　0.8％

地域の自然と
知恵を活かし、
にぎわいと
活力のあるまち

今回調査
前回調査

子育て
しやすく、
だれもが成長
できるまち

環境にやさしく、
自然と都市機能が
調和した、住みやすいまち

市民が主役となってつく
る、参画と協働のまち

49

30
40

50
60

44
51

4846

35
57

52 52

41

いつでも安全、
いつまでも安心して
暮らせるまち

※得点化で80点を超えたもの
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「ようこそ図書館へ」と「美楽来の展示予定」のコーナー
は、奇数月の1日号（1月と5月は合併号）に掲載します。LibraryInformation

　展示時間などを記載した展示予定は、市役所（市政情報コー
ナー）、たけまるホール、図書会館、コミュニティセンター、南コミュ
ニティセンターせせらぎ、北コミュニティセンターI

イ ス タ

STAはばたきで
配布しています。
▶休館日＝月曜日、祝日（月曜日が祝日に当たるときは火曜日も）
▶開館時間＝9:00～17:00
▶問い合わせ＝芸術会館美楽来（☎74-1101）

1月25日～3月10日の展示予定
美み

楽ら

来く

芸 術 会 館

Art Hall Miraku

ようこそ
図書館へ

◇色つきの日は休館日です。この表は12/15時点の予定であり変更する場合があります。

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 祝 火 水 木 金

2月

3月

▶大人向けの紙芝居が入荷しました
　「お年寄りに紙芝居を読み聞かせしたい」「小さい
頃に楽しんだ紙芝居をもう一度味わいたいけれども、
子ども用の紙芝居ではちょっと物足りない」と思った
ことはありませんか。図書館では『鼻』（芥川龍之介／
著）や『野菊の墓』(伊藤左千夫／著)など、日本の名
作に絵をつけた高齢者向きの紙芝居が新しく入りま
した。個人で楽しむだけでなく、高齢者施設や老人会
などでのレクリエーションにも活用できます。ぜひ利
用してください。

▶図書館からのお知らせ
常設特集コーナー

≪森見ワールドへ
ようこそ≫

　本市出身の作家・
森見登美彦さんの特
集コーナーを常設し
ています。コーナー
では森見さんの作品をイメージしたマスコットをかわ
いらしくディスプレイしています。なお「図書館だよ
り」最新号でも森見さんの本を紹介しています。

携帯版QR
コード検索生駒市図書館

▶1月25日～3月10日の休館日
月曜日、2月1日㈮・12日㈫、2月18日㈪～25日㈪、
3月1日㈮
▶問い合わせ
図書館（本館）☎75-5000

特集コーナー

1月

キルト游
ゆ

布
う

展2013

第4回土
つ く し

筆の会作品展

第9回雪割草展示会

2013年 春の
洋ラン展

やまと写真仲間 第5回写真展

第17回全日本写真連盟
生駒支部写真展

「新春盆栽展」
生駒盆栽協会

第21回生駒アートフ
レンズサークル写真展

第21回生駒アートフ
レンズサークル写真展

らん・咲く会 新春洋ラン展示会

2013年新春日本画・水墨画展生駒シルバー人材セン
ター互助会会員作品展

第21回「 光と影のパ
フォーマンス」写真展

第13回みず絵会水彩画展

髙比良 哲展 おもいで と きおく

読み聞かせで、

文学作品が分かり

やすく耳から入って

きます。

「鼻」（紫織屋）

◦◦生駒市役所　☎0743-74-1111◦◦◦◦◦◦
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い
ま
手
の
ひ
ら
に
は
掘
り
出
し
た
ば
か

り
、ホ
ッ
カ
ホ
カ
の
小
さ
な
土
器
が
あ
り

ま
す
。こ
の
感
慨
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。

見
た
限
り
、さ
わ
っ
た
限
り
は
普
通
の
古

い
器
の
破
片
の
よ
う
で
す
。し
か
し
、こ

の
小
さ
な
破
片
が
千
年
く
ら
い
地
中
深

く
眠
っ
て
い
て
、今
、太
陽
の
下
に
再
び

現
れ
た
の
だ
と
思
う
と
、胸
が
う
る
ん
で

く
る
の
で
す
。そ
れ
は
自
分
が
今
、立
っ

て
い
る
同
じ
場
所
に
い
た
大
昔
の「
生
駒

の
人
」が
使
っ
て
い
た
器
の
一
片
で
す
。

　
決
し
て
み
ん
な
の
関
心
を
呼
ぶ
よ
う
な

発
掘
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、泥
土

の
中
に
埋
ま
っ
て
い
た
小
さ
な
土
器
の
破

片
で
も
歴
史
を
し
の
ば
せ
る
の
は
同
じ
で

す
。深
い
歴
史
の
ロ
マ
ン
に
直
接
ふ
れ
た

気
分
で
す
。

　

見
る
者
を
じ
り
じ
り
、い
ら
い
ら
さ
せ

る
発
掘
で
し
た
。場
所
は
俵
口
町
の
空
き

地
で
し
た
。メ
ン
バ
ー
は
生
涯
学
習
課
の

浅
井
さ
ん
を
隊
長
に
女
性
の
西
村
さ
ん

と
大
ベ
テ
ラ
ン
の
辻
さ
ん
、太だ

細さ
い

さ
ん
の

４
人
。一
騎
当
千
の「
生
駒
発
掘
隊
」で

す
。過
去
に
も
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
は「
第
14
次
田
原
口
城
跡

発
掘
調
査
」と
い
い
ま
す
。周
囲
の
旧
家

に
伝
承
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
遺
跡
が

出
現
し
な
い「
幻
の
田
原
口
城
」の
調
査

も
兼
ね
て
の
発
掘
で
し
た
。

　

今
冬
最
初
の
寒
波
が
き
た
日
の
午
前

９
時
。業
者
さ
ん
の
シ
ョ
ベ
ル
が
２
ｍ
と

５
ｍ
の
長
方
形
の
印
の
中
を
掘
り
始
め

ま
し
た
。わ
く
わ
く
し
ま
す
。し
か
し
１
ｍ

を
過
ぎ
て
も
発
掘
隊
は
無
言
で
見
つ
め

る
だ
け
で
す
。ま
だ
気
配
は
な
い
の
で
す
。

削
掘
が
２
ｍ
近
く
に
な
っ
た
時
、砂
地
の

地
層
か
ら
地
下
水
が
噴
き
出
し
て
き
ま

し
た
。「
あ
っ
、だ
め
だ
。こ
こ
は
川
跡
で

す
ね
」突
き
当
た
っ
た
の
は
砂
地
に
な
っ

た
層
で
し
た
。８
つ
の
地
層
が
現
れ
ま
し

た
。「
こ
れ
を
見
る
と
一
度
氾
濫
し
、地
面

に
戻
っ
て
ま
た
川
に
な
り
、そ
の
後
田
畑

に
な
っ
た
よ
う
で
す
」と
浅
井
さ
ん
。「
こ

こ
は
何
も
出
な
い
」と
す
ぐ
埋
め
戻
さ
れ

出
土
の
土
器
に
大
興
奮

神木新●現役時代は大阪、東京で仕事に明け暮れ、
深く見つめることのなかったホームタウン生駒市。
時間ができた今、生駒を歩き、出会った人と話すこと
で、この地の魅力を再発見している市民リポーター。

生駒ぶらぶら
　　風まかせ
生駒ぶらぶら
　　風まかせ

その24

市民リポーター神木新の
こう　  き　 　しん

第22回　
田原口城の発掘調査

　

出
土
し
た
直
後
の
土
器
の
破
片
に
触
れ
胸
が
高
鳴
り
ま
し
た
。市
役
所
の
生
涯
学
習

課
が
年
末
に
行
っ
た
俵
口
町
の
発
掘
調
査
を
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。初
体
験
で

す
。じ
り
じ
り
し
な
が
ら
見
て
い
た
調
査
の
最
後
、地
下
2
ｍ
辺
り
で
次
々
に
掘
り
出
さ

れ
た
土
器
の
破
片
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。泥
の
中
に
眠
っ
て
い
た
そ
の
一
片

を
手
の
ひ
ら
に
置
く
と「
千
年
前
の
生
駒
人
」に
出
合
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
感
慨
が
沸

き
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。午
前
中
の
成
果
な
し
。

  

昼
食
後
、私
は
鼻
を
つ
ま
ん
で
お
茶
を

３
杯
飲
み
ま
し
た（
宝
く
じ
の
前
に
す
る

ま
じ
な
い
で
す
）午
後
は
北
側
に
約
20
ｍ

移
し
た
地
点
で
発
掘
は
再
開
さ
れ
ま
し

た
。同
じ
模
様
の
地
層
で
す
。ま
じ
な
い

の
効
果
な
し
と
思
っ
た
時
で
し
た
。雰
囲

気
が
一
変
し
ま
し
た
。最
後
の
点
検
を
し

て
い
た
浅
井
さ
ん
が「
こ
れ
は
何
や
」と

親
指
の
先
く
ら
い
の
破
片
を
泥
土
の
中

か
ら
拾
い
上
げ
ま
し
た
。そ
ば
に
い
た
西

村
さ
ん
が「
こ
れ
12
か
13
よ
」と
妙
な
数

字
を
言
い
ま
し
た
。太
細
、辻
さ
ん
は
ス

コ
ッ
プ
を
持
っ
て
、い
つ
の
間
に
か
発
見

の
地
層
に
飛
び
降
り
て
い
ま
し
た
。面
を

平
ら
に
し
丁
寧
に
掘
り
出
し
ま
す
。黒
色

の
も
の
、５
㎝
四
方
の
も
の
が
次
々
に
現

れ
ま
し
た
。西
村
さ
ん
は
数
字
で
確
認
し

続
け
ま
す
。数
字
は
何
世
紀
か
の
意
味
で

す
。

　
「
恐
ら
く
平
安
～
鎌
倉
時
代
の
土
器

で
し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
調
査
し
ま
す
が
ね
」

こ
ち
ら
が
胸
を
と
き
め
か
せ
て
い
る
の
に

浅
井
さ
ん
は
冷
静
で
す
。俵
口
町
辺
り
は

奈
良
時
代
、須
恵
器
を
焼
く
窯
が
点
在
し

平
城
京
に
納
め
て
い
た
そ
う
で
す
。窯
跡

も
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。出
土
し
て
当
然

と
は
い
え
ホ
ッ
カ
ホ
カ
を
手
に
し
た
者
の

胸
の
高
鳴
り
は
続
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、「
幻
の
田
原
口
城
」の

遺
跡
は
依
然
姿
を
見
せ
ま
せ
ん
。ど
こ
に

隠
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ショベルカーの動きに発掘隊が注目
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①② 1 階で行われた各クラブの
作品展示。活動紹介のパネルや陶
芸などの作品、色とりどりの鉢植
えの植物に多くの人が見入って
いました③コーラスは、プロ顔負
けの真剣な表情と歌声で熱唱④

「落語でつづる上方文化」と題し
て行われた記念講演⑤クッキング
クラブによる手作りのリンゴケー
キ。多くの男性の活躍も寿大学の
特徴の1 つ⑥～⑨おなじみの親し
みやすいキャラクターを演出し、
会場を沸かせた寸劇など。趣向を
凝らした仮装や魅せる演技で会
場は盛り上がりました。

笑いあり感動ありの寿大学祭
11月30日㈮～12月2日㈰ たけまるホール

　

今
年
も
い
こ
ま
寿
大
学
の
大
学
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。館
内
で
は
園
芸
や
陶
芸

な
ど
各
ク
ラ
ブ
の
作
品
の
展
示
が
行
わ

れ
、知
り
合
い
の
作
品
を
探
し
た
り
自
分

の
作
品
を
紹
介
し
た
り
と
学
習
の
成
果

を
互
い
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
ホ
ー
ル
で
は
、レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
体
操
や
民
謡
、コ
ー
ラ
ス
の
各
ク

ラ
ブ
に
よ
る
舞
台
発
表
や「
生
駒
で
落
語

を
楽
し
む
会
」に
よ
る
記
念
公
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
２
日
は
大
演
芸
会
が
行
わ

れ
、立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
観
衆
の
中
、

各
ク
ラ
ブ
で
取
り
組
ん
だ
練
習
の
成
果
を

披
露
。息
の
合
っ
た
演
技
や
歌
な
ど
を
繰

り
広
げ
、会
場
が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。今
年
は
、初
め
て
の
取
組

と
し
て
、市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
を
利
用
す

る
皆
さ
ん
約
80
人
を
最
前
列
に
招
待
。招

待
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、座
っ
た
ま
ま
で
き

る
体
操
で
体
を
動
か
し
た
り
、童
謡
な
ど

を
い
っ
し
ょ
に
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。
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科
学
の
世
界
っ
て
と
っ
て
も
楽
し
い

　
12
月
2
日
㈰　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
地
震
に
備
え
て

　
12
月
２
日
㈰　
真
弓
小
学
校
な
ど

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
知
ろ
う

　
12
月
20
日
㈭　
壱
分
東
自
治
会
館

伝
承
あ
そ
び
を
正
し
く
伝
え
る
た
め
に

12
月
６
日
㈭　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　サイエンスライブin 生駒が行われ、気
軽に科学の世界を体験できる工作などを
子どもたちが体験しました。紙コップなど
で作る空気砲は、輪になった水蒸気が簡
単に飛び出し大人気。他にも、小学校高
学年向けに電子工作などが行われ、子ど
もたちは楽しかったと話していました。

　総合防災訓練が市と自治連合会との
共催で開催され、約 3,900 人の市民が参
加しました。主会場の真弓小学校では地
域住民、自衛隊、警察署、消防など関係機
関・団体が連携した訓練を行いました。
また、市内各地では地区自治連合会が中
心となってそれぞれ訓練を行いました。

　壱分東子ども会の「冬のお楽しみ会」。
約 70 人の子どもたちは、上田酒造㈱で酒
造りの見学をした後、自治会長の藤尾清
司さんから壱分の地名の由来や昔の暮ら
しについて聞きました。水車で精米をして
いた話、べったんやちゃんばらなどの遊び
を興味深そうに聞いていました。

　生駒市学童保育指導員会が、子どもに
正しく伝承あそびを伝えるため、学童指
導員を対象に百人一首の講習会を行いま
した。まずはグループを作り、和気あいあ
いとした雰囲気で練習。その後、講師の
生駒かるた会の永井義

よ し

人
と

さんから百人一
首について正しい知識を学びました。

り
ん
ご
を
収
穫 

ど
れ
が
お
い
し
い
か
な

11
月
28
日
㈬　
花
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

ふ
ろ
ー
ら
む

３
年
連
続
全
国
大
会
出
場
！

　
11
月
28
日
㈬　
市
役
所
会
議
室

　生駒東小学校の3 年生が、ふろーらむ
で育てられたりんごの収穫を体験。「こ
れがとても赤いよ」「大きいのがあったよ」
などと歓声を上げ、大きく実ったりんごを
丁寧にもぎ取りました。その後、試食を
した子どもたちは「とても甘い！」と笑
顔で頬張っていました。

　第 18 回全日本ユース（U-15）フット
サル大会全国大会に、アスペガス生駒フ
ットボールクラブが3 年連続で出場しま
した。キャプテンの植田侃

か ん

汰
た

くんは、1 月
12 ～ 14 日に三重県で行われた全国大会
に向けて「去年は優勝できなかったので、
今年こそ優勝したい」と話しました。
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今月のエコさん
Ecology

身近な自
し

然
ぜん

に目を向けてみよう！
「かわいそうな名前『ヘクソカズラ』」

ヘクソカズラ（屁糞蔓）は、花の形が田植え娘
むすめ

（早
さ お と め

乙女）の笠
かさ

に似
に

ていることから、別名サオトメバナや花の色がお灸
きゅう

（ヤイト）をすえたあとのようにみえることからヤイトバナともいわれています。 問みどり景観課（内線573）

vol.19

子： 「ねえねえ！ちっちゃい金色の実を採
と

ったんだけど、つぶすとおなら
みたいなすっごいにおいがするんだ」

親： 「それはヘクソカズラといって、臭
くさ

いにおいで虫などから自分を守って
いるんだ。実だけでなく茎

くき

や葉っぱを指でもむと同じにおいがするよ」
子： 「それで、ヘクソカズラ（屁糞蔓）なんだ。ちょっとかわいそうだね」
親： 「でもね、釣

つり

鐘
がね

形の白くて小さい花は、中心が紅
べに

紫
むらさき

色をしていて、とっ
てもかわいいんだよ」

自然の
ふしぎ
発見!!

ごみ削減に尽力する㈱生駒市衛生社の井上広大さん。「ECO-net生駒で実施
しているイベントで啓発活動をしたり、プラスチック製容器包装の分別など
をテーマに講習をしたりしています。しかし、まだまだ浸透していないようなの
で、もっと広げたいと思います。」� 問ECO-net生駒(☎0743-25-1135)

E
エ コ ネ ッ ト
CO-net生駒は、市民、事業者、生駒市が協働で環境活動に取
り組んでいる団体「生駒市環境基本計画推進会議」の愛称です。

　

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

家
族
で
来
て
い
た
恭
子
さ
ん

は
、「
広
報
い
こ
ま
を
見
て
、 

※
も
っ
た
い
な
い
食
器
市
を
利

用
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん

で
す
。可
愛
い
花
柄
の
パ
ー

テ
ィ
セ
ッ
ト
の
大
皿
と
小
皿

を
見
つ
け
た
の
で
持
ち
帰
る

こ
と
に
し
ま
し
た
」と
に
っ
こ

り
。

　
「
環
境
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」 

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、お
も
ち 

ゃ
、水
筒
な
ど
の
日
用
品
、洋

服
な
ど
を
見
て
回
っ
た
そ
う

資
源
を
た
い
せ
つ
に
、楽
し
く
使
う

佐
々
木
敏
二
さ
ん
、恭
子
さ
ん
、陽
太
郎
く
ん
⑵（
鹿
ノ
台
西
1
丁
目
）

by ECO-net生駒
私たちも資源をたいせつにしています

で
す
。い
っ
し
ょ
に
見
て
い
た 

陽
太
郎
く
ん
は
大
好
き
な
キ 

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ
ズ
を
探
し

て
楽
し
ん
だ
と
か
。

　
「
子
ど
も
は
す
ぐ
に
大
き
く

な
る
の
で
、次
々
に
必
要
な
も

の
が
で
て
き
ま
す
。フ
リ
マ
は

ま
だ
ま
だ
使
え
る
不
用
品
だ

け
で
な
く
、比
較
的
高
価
な

未
使
用
品
も
安
く
手
に
入
る

の
で
、子
育
て
中
の
人
に
は
特

に
便
利
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」

　
「
私
は
、子
ど
も
の
洋
服
を

捨
て
ず
に
お
さ
が
り
に
し
た

り
、み
ん
な
で
ご
み
の
分
別
を

守
っ
た
り
、で
き
る
範
囲
で
資

源
を
た
い
せ
つ
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、

ご
み
の
分
別
方
法
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
見
た
り
、環
境
事
業

課
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し

て
勉
強
し
て
、私
が
家
族
に
教

え
て
い
ま
す
」

環境フェスティバルの「もったいない食器市」コーナーで食
器を無料でGET。掘り出し物を見つけるのが楽しいですよ

（6月17日、北コミニュニティセンターISTAはばたきにて）

※ 

も
っ
た
い
な
い
食
器
市
…
家
庭
用
食

器
の
リ
ユ
ー
ス・
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
。

不
用
な
食
器
を
無
料
で
持
ち
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。2
月
の
日
程
は
、27

ペ
ー
ジ
。
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とき ところ
開庁時間 環境政策課

休館日を除く
毎週木曜日
9:00～17:00

鹿ノ台ふれあいホール、北コミュニ
ティセンターI

イ ス タ

STAはばたき、南コ
ミュニティセンターせせらぎ、たけ
まるホール、図書会館

◇栓のできる容器に入れて持ってきてください。

Reduce
なるほど納得！ごみ半減

リユースリユース

2月の「もったいない食器市」
 問環境事業課（内線354）

家庭の使用済み食用油の回収
 問環境政策課（内線377）

リサイクル＆Recycle
Reuse

問環境事業課（☎0743-74-1111、内線354）

　

古
紙
類
、古
布
類
は
リ
サ
イ

ク
ル・
リ
ユ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。市
内
で
は
地
域
の
各

団
体（
自
治
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、子
ど

も
会
な
ど
）が
古
紙
類
な
ど
を
集

め
、回
収
事
業
者
に
引
き
取
り

を
依
頼
す
る「
集
団
資
源
回
収
」

と
い
う
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

集
団
資
源
回
収
に
、市
は
１

kg
あ
た
り
４
円
の
補
助
金
を
交

付
し
、団
体
の
活
動
資
金
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
24

年
上
半
期（
３
月
～
８
月
）は
１ 

４
５
団
体
に
対
し
、合
計
６
９ 

０
万
３
８
５
２
円
の
補
助
金
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

  

包
装
紙
や
空
き
箱
な
ど
も 

  

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す

　

包
装
紙・空
き
箱
な
ど
の
紙
類

は「
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
」と
呼
ば

れ
、分
別
す
れ
ば
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
す（
団
体
に
よ
り
回
収
対
象

で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

◇
出
せ
る
も
の
…
食
料
品
、化

粧
品
の
空
き
箱
、紙
袋
、包
装

紙
、チ
ラ
シ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

封
筒
、ノ
ー
ト
、メ
モ
帳
、は
が

き
、カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど（
金
属

類
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
）

◇
出
せ
な
い
も
の
…
汚
れ
た
紙
、

臭
い
の
強
い
紙（
紙
お
む
つ
、

せ
っ
け
ん
の
箱
な
ど
）、特
殊

な
紙（
写
真
、感
熱
紙
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
や
ア
ル
ミ

は
く
な
ど
を
貼
り
合
わ
せ
た

複
合
素
材
の
紙
な
ど
）、圧
着

は
が
き（
め
く
っ
て
は
が
す
と

内
容
面
が
出
て
く
る
は
が
き
）

  

古
紙
類
は
リ
サ
イ
ク
ル
、 

古
布
類
は 

  

海
外
で
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す

　

古
紙
類
は
回
収
事
業
者
を
通

じ
て
製
紙
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
引

き
渡
さ
れ
、リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。古
着・か
ば
ん・く
つ
な

ど
の
古
布
類
は
主
に
海
外
で
リ

ユ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
段
ボ
ー
ル
→
再
び
段
ボ
ー
ル

な
ど
に

◇
雑
誌・
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
→

段
ボ
ー
ル
や
紙
箱
な
ど
に

◇
新
聞
紙
→
再
び
新
聞
紙
や
紙

箱
、印
刷
用
紙
な
ど
に

◇
紙
パ
ッ
ク
→
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ 

ー
パ
ー
な
ど
に

  

集
団
資
源
回
収
を   

  

利
用
で
き
な
い
と
き
は

◇
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
、燃

え
る
ご
み
と
は
分
け
て
同
じ

集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
品
目
ご
と
に
分
け
、ひ
も
で
縛

る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
は
、燃

え
る
ご
み
と
見
間
違
え
な
い

よ
う
、袋
に「
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー

パ
ー
」と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
と
古
布
。分
別
す
れ
ば
、ご
み
減
量
。

集
団
資
源
回
収
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

とき ところ
2月7日㈭ 10

時
～
13
時

南コミュニティセンターせせらぎ

　10日㈰ ディアーズコープいこま

21日㈭ 北コミュニティセンターI
イ ス タ

STAはばたき
◇気に入った食器を無料で持ち帰ることができます。
◇陶磁器製食器とガラス製食器は分けてください。
◇エコバッグを持参してください。
◇持ち込みはできる限り12：30までにお願いします。

新聞紙 1,103,736
雑誌 323,753

段ボール 174,947
ミックスペーパー 2,900

牛乳パック 7,499
ウェス 109,748

かばん、くつ 3,380
合計 1,725,963

平成24年上半期の回収量 （kg）
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代
、女
性
）

　
　
　
　
　
◇　
　
　
◇　
　
　
　
　

広
報
紙
へ
の
要
望
や
感
想
―
―

★
広
報
い
こ
ま
を
生
駒
駅
で
配
布
す
れ

ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。（
40
歳
代
、男
性
）

┥
広
報
紙
は
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
、駅
や
郵
便
局
、セ
ブ
ン
―イ
レ
ブ
ン

な
ど
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。生
駒
駅
は

中
央
改
札
口
を
入
っ
て
左
側
に
設
置
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

★
小・
中
学
校
の
よ
う
す
や
地
域
の
交
流

を
掲
載
し
て
ほ
し
い（
40
歳
代
、女
性
）

┥
小
学
校
の
よ
う
す
は
、ラ
ブ
リ
ー
タ
ウ
ン

い
こ
ま
の
1
日
号
で
放
映
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
市
民
が
ぞ
く
ぞ
く
写
真
で
登
場
す
る

の
で
親
近
感
が
あ
る（
50
歳
代
、女
性
）

★
ユ
ニ
ー
ク
な
元
気
シ
ニ
ア
を
紹
介
し
て

ほ
し
い（
60
歳
代
、男
性
）

★
ま
ち
の
ア
ル
バ
ム
の
掲
載
内
容
が
つ
ま

ら
な
い
も
の
が
多
い（
60
歳
代
、男
性
）

┥
ま
ち
の
話
題
や
ニ
ュ
ー
ス
は
、ぜ
ひ
広
報

広
聴
課
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
か

ら
の
情
報
提
供
が
身
近
で
楽
し
い
紙
面

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→

「
広
報
広
聴
」→
た
け
モ
ニ
の
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、た
け
モ
ニ
に
登
録
し
て
、本
紙

の
感
想
、生
駒
へ
の
思
い
、日
常
の
出
来
事
な
ど

を
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

特
集「
受
け
よ
う 

が
ん
検
診
」―
―

★
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
分
か
り
や
す
く
、受

診
し
た
人
の
声
も
載
っ
て
い
て
良
か
っ

た
で
す
。医
師
や
保
健
師
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
も
な
る
ほ
ど
と
思
え
た
し
、疑
問

が
解
消
さ
れ
ま
し
た（
30
歳
代
、女
性
）

★
宮
川
花
子
さ
ん
が
紙
面
に
出
て
お
ら

れ
た
の
で
興
味
を
持
ち
読
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た（
40
歳
代
、男
性
）

★
が
ん
検
診
が
た
い
せ
つ
だ
と
良
く
理
解

で
き
た
し
、ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
行
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
た（
40
歳
代
、女
性
）

★
今
年
も
受
診
せ
ん
と
い
か
ん
な
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。市
民
の
感
想
を
載
せ

る
な
ど
、身
近
な
広
報
紙
と
い
う
印
象

を
持
ち
ま
し
た
。（
50
歳
代
、男
性
）

★
検
診
は
抽
選
制
と
さ
れ
て
い
た
が
、希

望
者
は
全
員
検
診
で
き
る
よ
う
に
し

て
ほ
し
い（
70
歳
代
、男
性
）

┥
検
診
を
受
け
よ
う
と
思
っ
た
と
い
う
声

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。早
期
発
見・

早
期
治
療
の
た
め
に
対
象
年
齢
に
な
っ

た
ら
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
◇　
　
　
◇　
　
　
　
　

特
集
以
外
の
記
事
―
―

★
新
し
い
生
駒
土
産
、良
い
で
す
ね
。ぜ

　
毎
月
た
け
モ
ニ
で
実
施
す
る「
広
報
ア
ン
ケ
ー

ト
」に
寄
せ
ら
れ
た
読
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
11
月
15
日
号
の
感
想
を

11
月
22
日
～
28
日
に
聞
き
ま
し
た
。

ひ
購
入
し
て
み
ま
す（
30
歳
代
、女
性
）

★
表
紙
の
子
ど
も
の
表
情
が
い
い
！
Ｖ

ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
も
他
の
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の

声
が
読
め
て
う
れ
し
い
で
す（
40
歳
代
、

女
性
）

★
生
駒
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
お
知

ら
せ
は
、建
物
の
前
を
通
り
な
が
ら
、

ど
う
な
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

タ
イ
ム
リ
ー
で
し
た（
50
歳
代
、女
性
）

★
生
駒
ぶ
ら
ぶ
ら
風
ま
か
せ
で
、お
松
の

宮
の
由
来
が
知
れ
て
良
か
っ
た（
60
歳

代
、女
性
）

★
予
算
の
執
行
状
況
は
表
現
が
硬
す
ぎ

て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。平
た
く
噛
み
く

だ
い
て
説
明
す
る
工
夫
が
必
要
か
も

（
70
歳
代
、男
性
）

┥
こ
の
他
、表
紙
へ
の
お
褒
め
の
言
葉
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。表
紙
は
広
報
紙
を
読
ん
で

も
ら
う
き
っ
か
け
。工
夫
を
凝
ら
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇　
　
　
◇　
　
　
　
　

日
常
の
出
来
事
―
―

★
救
急
講
習
を
受
け
、Ａ
Ｅ
Ｄ
や
心
肺

蘇
生
な
ど
で
、生
存
率
が
変
わ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。助
け
合
え
る
ま
ち
に

し
た
い
で
す（
30
歳
代
、女
性
）

★
我
が
家
の
屋
根
裏
に
鳥
の
巣
が
あ
り

ま
す
。ひ
な
鳥
に
親
が
餌
を
運
ん
で
き

て
与
え
て
い
る
姿
に
、親
子
の
絆き

ず
な

を
垣

間
見
て
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
す（
40
歳

　たけモニは、市政に関するアンケートに、電子メールを
利用して回答する事前登録制のアンケートシステムです

（通信費はモニターの負担となります）。広報についてのア
ンケートは毎月22日頃（8月合併号だけ7日頃）に実施し
ます。抽選で10人に500円分の図書カードが当たります。
対象▶満18歳以上の市内に住むか市内へ通勤・通学す
る人

市ホームページの広報広
聴課のページから登録

パソコンから

携帯電話から

右のQR
コードから
登録！

登録は
携帯でもパソコン
でもOK。名 前や

住所の登録は
いりません。

たけモニに登録して意見をお寄せください

Voice
読者のあのね　今回は107人の　

回答がありました

問広報広聴課（☎0743-74-1111、内線223）

takemoni
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Consume
暮らしのＱ＆Ａ

問消費生活センター（☎0743-73-0550）

編集後記 防災のススメ⑲

「
戸
棚
を
傷
つ
け
ず
に

 

固
定
す
る
に
は
」

　地震に備えて、家具をL字金具などで壁などに
固定しましょう。戸棚を傷つけずに固定するには
突っ張り棒と家具転倒防止シートを使います。
家具転倒防止シートは、戸棚が壁に寄り掛かる
ように、戸棚の下に挟み込みます。突っ張り棒は
戸棚と天井の間に取り付けます。戸棚の真ん中よ
り手前に取り付けると揺れたときに外れるので、
真ん中より奥に取り付けてください。
 問危機管理課（内線255）

娘に「 ちょうちょ」の「 ちょ
う」の漢字を聞かれた私。自 
信満々で「虫へんに、葉やで。
葉にとまる虫やから、ちょう 
っていうねん」ともっともら
しく答えました。が、調べると

「蝶」。草かんむりがいらない
…。「もー、広報広聴課。大丈
夫？」娘からの信頼は日ごと
に失われていきます。（大垣）

昨年4月から配属された広
報広聴課。初めての取材、初
めての記事作成、初めての一
眼レフ…初めて尽くしの昨
年でした。不慣れな取材に
もかかわらず、皆さんに快く
対応していただき、ありがと
うございました。今年も広報
いこまをよろしくお願いしま
す！（中川）

あけましておめでとうござ
います。職場体験の取材に
行くと、中学生の生き生き
とした表情や一生懸命な眼
差しがとても印象的でした。
休憩時間になると「恋バナ」
をしてくれた男の子や志望
校の話をしてくれた女の子
もいて、中学時代が懐かし
くなりました。（山本）

寿大学の大学祭に取材に行
きました。驚くのは皆さんの
パワーと情熱です。ステー
ジに上がるときも下がると
きも皆さん笑顔でダッシュ。
普段の生活ではそれほどパ
ワフルな人を見かけないも
のですが、大学祭ではみん
ながみんなパワフルで圧倒
されました。（古田）

景品につられての新聞の購読契約は慎重に

Qある日、新聞販売店から「1月から新聞を配達
します」と電話があった。突然の連絡で状況が

つかめず尋ねてみると「平成22年12月に、25年1月
から始まる3年間の新聞購読契約をしている。景品

A訪問販売で新聞購読契約をした場合、クーリ
ングオフ期間（契約書面を受け取った日から8

日間）が過ぎれば基本的に解約はできません。購読
がまだ始まっていない場合や購読期間の途中の場
合でも同じです。
　本市では生駒市消費者保護条例（平成20年4月
に施行）で「商品等の販売等につき、1年分を超えた
り、1年以上先から履行が始まるなど消費者を不当
に長期間拘束する契約を締結させること」を不当な
取引行為として禁止しています（違約金などを払う
ことなく消費者に中途解約が認められる場合を除

も渡している」と言われた。夫も亡くなり新聞も必要
がない。どうしたらよいか。

（75歳女性）

きます）。今回の相談は、数年先から始まる長期間の
購読契約をさせることに問題があるとして、相談者
に条例の説明をして、販売店と解約交渉をするよう
に助言しました。
　なお、新聞の景品類の提供は公正競争規約で6か
月分の購読料の8％が上限とされています（月額購
読 料が3,925円の場 合、3,925×6×8 ％ ＝1,884
円）。トラブルを避けるために、景品やサービスにつ
られて長期間の契約や何年も先から始まるような契
約はしないように注意をしてください。

Oh no!

消費生活や多重債務の相談は、できるだけ早く消費生活センターへ

☎0743-73-0550
月曜日～土曜日の9:00～16:30（祝日は除く、土曜日は電話相談だけ）
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